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すう広報

大島
お

民泊がつなぐ心の架け橋
　3 月 17 日、外務省が日本に対する理解を深めることを目
的に行っている「カケハシ・プロジェクト」の一環で、日
系アメリカ人の大学生と大学院生 23 名が周防大島町で民泊
体験をされました。学生の皆さんは数名ずつ受け入れ家庭
に宿泊し、1 泊 2 日で日本の生活を体験。日系人とはいえ
日本語はほとんど話せませんでしたが、お互いが身振り手
振りを交えて貴重なひとときを過ごされました。（写真は和
田の伊藤和弘さん宅で餅つきを楽しんでいる様子です）
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平成 30 年度  町長施政方針

平成 30 年３月町議会定例会における町長の施政方針を要約して
お知らせします。

周防大島町長　椎木　巧

　

私
は
平
成
20
年
11
月
に
周
防
大
島
町
の
２

代
目
の
町
長
に
就
任
し
、
こ
れ
ま
で
皆
様
方

か
ら
の
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
10
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
に
は
、

地
方
自
治
運
営
の
前
提
条
件
と
な
る
「
財
政

の
健
全
化
」
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

み
、
そ
の
た
め
の
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
生
活
関
連
施
設
の
整
備
や
防
災

対
策
、
子
育
て
支
援
の
充
実
等
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
や
漁
業
、
町
の

固
有
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て

先
人
の
築
い
た
偉
大
な
歴
史
を
背
景
に
、「
観

光
交
流
人
口
１
０
０
万
人
」
を
目
標
と
す
る

交
流
人
口
の
拡
大
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
地
方
創
生
を
追
い
風
に
、「
ひ

と
」
や
「
し
ご
と
」
の
流
れ
を
「
交
流
か
ら

定
住
へ
」
つ
な
ぎ
、『
だ
れ
も
が
主
役
に
な

れ
る
町
』、
そ
し
て
『
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
に
は
、
念
願
の
観
光

交
流
人
口
１
０
０
万
人
を
達
成
い
た
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
直
面
す
る
一
番
の
課

題
で
あ
る
人
口
の
減
少
対
策
は
待
っ
た
な
し

の
状
況
で
あ
り
、
子
育
て
環
境
、
教
育
環
境
、

居
住
環
境
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
定
住
対
策

へ
の
更
な
る
取
組
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎

年
度
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
財
政
構
造
の
弾
力
化
に
お
い
て
は

悪
化
の
状
況
も
見
ら
れ
、
今
後
に
お
い
て
も
、

人
件
費
や
公
債
費
の
減
少
が
特
別
会
計
へ
の

繰
出
の
拡
大
等
へ
ス
ラ
イ
ド
し
て
し
ま
う
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
主
要
財
源
で
あ
る
普
通
交
付
税
に

お
い
て
も
合
併
特
例
法
に
よ
る
特
例
措
置
が

平
成
31
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
な
ど
、
今
後

の
厳
し
い
財
政
環
境
を
考
慮
す
れ
ば
、
い
ま

一
度
「
歳
入
に
見
合
う
歳
出
」、「
基
金
繰
入

金
に
頼
ら
な
い
予
算
編
成
」
と
い
う
財
政
運

営
の
基
本
に
立
ち
返
る
と
と
も
に
、
財
源
投

入
の
大
小
緩
急
を
誤
ら
ぬ
よ
う
心
が
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
中
に
は

「
第
２
次
の
行
政
改
革
元
年
」
の
取
組
と
い

た
し
ま
し
て
、
行
政
改
革
推
進
本
部
会
議
に

よ
る
新
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に
向
け
た
事

業
の
見
直
し
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
重
点
政
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続
き
「
定
住
対
策
」、

「
防
災
安
全
対
策
」、「
健
康
づ
く
り
」
で
あ

り
ま
す
。

【
定
住
対
策
】

　

急
激
に
進
む
過
疎
・
少
子
高
齢
化
な
ど
の

社
会
の
構
造
変
化
や
こ
れ
が
も
た
ら
す
地
域

経
済
の
縮
小
は
、
政
府
に
お
い
て
も
「
最
大

の
壁
」
と
称
す
る
ほ
ど
の
、
我
が
国
全
体
に

お
い
て
深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
「
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
人
口
定
住
に
つ
な

げ
ら
れ
る
か
」
と
い
う
こ
と
は
、
誠
に
困
難

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
教
育
環

境
の
充
実
」
と
い
た
し
ま
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
学
び
の
場
で
あ
る
学
校
生
活
を
快
適
な

環
境
で
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
小
・

中
学
校
へ
の
空
調
設
置
事
業
を
進
め
、
平
成

31
年
度
に
は
全
て
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て

空
調
設
備
の
整
備
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
「
居
住
環
境
の
充
実
」
に
お
い

て
は
、
移
住
者
を
含
め
若
者
が
定
住
す
る
た

め
の
生
活
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
住
宅
確
保
を

支
援
す
る
若
者
定
住
促
進
住
宅
用
地
整
備
事

業
や
子
育
て
定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。「
住
」
と
い
う
も
の

は
定
住
の
重
要
な
条
件
で
あ
り
な
が
ら
定
住

し
よ
う
と
す
る
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
遊
休
町
有
地
等
を
活
用
し
、
選

択
肢
の
あ
る
、
ま
た
若
者
が
定
住
し
た
く
な

る
住
宅
団
地
の
整
備
を
モ
デ
ル
的
に
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
安
定
し
た
雇

用
の
創
出
」、「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く

る
」、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
叶
え
る
」、「
安
心
な
暮
ら
し
を
守

り
連
携
し
た
地
域
を
創
造
す
る
」
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
、「
や

れ
る
こ
と
は
す
べ
て
や
る
」
と
い
う
意
識
で

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
防
災
安
全
対
策
】

　

近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災

害
は
規
模
や
頻
度
も
拡
大
し
て
き
て
お
り
、

幸 せ に 暮 ら せ る 町 づ く り
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再編交付金で事業を実施しました

　平成１９年度から「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」第６条の規定により、在日
米軍再編による住民生活の安全に及ぼす影響が増大する市町村に対し、公共施設の整備、住民生活の
利便性向上や産業の振興に寄与する事業を対象に、国から再編交付金が交付されています。
　周防大島町には平成２９年度に１億８，４３１万円が交付され、次の事業を実施しました。

▲漁港陸閘整備事業（油宇）

○ 防災に関する事業
・漁港陸閘整備事業（工事：油宇地区、雨振・両源田地区）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，４００万円

○ 教育、スポーツおよび文化の振興に関する事業
・周防大島町立小中学校空調設置事業（工事：三蒲小学校、 油田小学校
　設計：沖浦小学校、東和中学校、大島中学校）　　　 　３，５３７万円
・周防大島町観光振興事業助成事業基金積立　　１，８９６万１千円 
・外国語活動推進事業基金積立　 　　　　　　　３，１９７万９千円
○ 福祉の増進および医療の確保に関する事業
・医療確保対策事業（地域医療の確保対策）　　　　　　４，０００万円
・医療確保対策事業基金積立　　　　　  　　　　　　２，４００万円

自
治
体
へ
の
課
題
は
、
地
域
防
災
力
の
強
化

と
と
も
に
、
幅
広
い
対
応
も
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。「
安
全
、
安
心
」
を
確
保
す
る
た

め
の
防
災
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
こ
れ
に
臨
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
実
効
性
の
あ
る
自
主

防
災
組
織
の
充
実
や
、「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
の
役
割
分
担
の
意
識
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
個
人
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
自
治
体
が
連
携
し
、
避
難

行
動
な
ど
本
町
な
ら
で
は
の
防
災
機
能
を
確

立
し
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
対
策
は
自
然
災
害
だ
け
で
は

な
く
、「
火
災
」
や
「
交
通
安
全
」、
高
齢
者

に
対
す
る
詐
欺
行
為
な
ど
の
「
防
犯
対
策
」

も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
も

含
め
た
対
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
安
全
・
安

心
な
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
何
よ
り
も
大
切
と
考
え
て

お
り
ま
す
。「
防
災
安
全
対
策
」
に
「
完
全
」

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、よ
り「
万
全
」を
求
め
て
、

「
周
防
大
島
町
で
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
き

よ
う
と
も
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
」
こ

と
を
第
一
に
、
防
災
・
減
災
に
関
す
る
施
策

を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
健
康
づ
く
り
】

　

生
涯
に
わ
た
り
、
社
会
に
参
画
し
、
い
き

い
き
と
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
、
健
康
で
自
立
し
た
暮
ら
し
が
で

き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ

た
、
効
率
性
の
あ
る
取
組
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
「
健
康
づ
く
り
」
の
施
策
で
あ
り
ま

す
。
国
に
お
い
て
は
、
妊
娠
時
か
ら
子
育
て

時
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
図
る
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
行
政
に
お
い
て
は
、

更
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
、
地
域
な
ら
で

は
の
取
組
も
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医

療
や
介
護
事
業
へ
の
充
実
し
た
施
策
の
展
開

も
当
然
重
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

健
全
な
運
営
に
資
す
る
の
は
、
や
は
り
住
む

人
皆
が
健
康
で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
自
発
的
な
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組
、
生

活
習
慣
の
見
直
し
に
よ
る
疾
病
予
防
、
ま
た

疾
病
に
お
い
て
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

た
め
、
引
き
続
き
減
塩
環
境
の
取
組
の
拡
充

や
健
診
の
受
診
率
向
上
等
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。「
健
康
づ
く
り
」
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
「
幸
せ
に
暮
す
こ
と
」
を
よ
り

強
く
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
３
つ
の
重
要
課
題
へ
の
取
組

と
、
地
域
に
密
着
し
た
事
業
に
、「
至
誠
」

と
「
調
和
」
を
意
識
し
な
が
ら
、
果
敢
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
な
お

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。



4広報すおう大島 平成 30 年 ( 2018 年 )4 月号

平成 29 年度を第二次の行財政改革元年として位置付けて、これまで「周防大島町行政改革推進本部会議」に
て協議された事業見直しや「第３次行政改革大綱実施計画」の前倒しにより事業の休廃止を行うなど、一般財
源不足に対応する取組を行ってきたところです。
　平成 30 年度の予算については、引き続きこの取組を進めるとともに「幸せに暮らせるまちづくり」のため
の政策実現と財政健全化、そして地方創生を目指す予算を編成しました。
将来のまちづくりのために、合併特例事業債を財源とした基金を造成し、平成３０年度と平成 31 年度の 2 年
間で 10 億円の積立を行います。また、子育て世帯の定住促進を図るため、子育て世帯向け定住住宅の建設を
行い、さらに、住宅用地を安価に貸し付けすることで、定住人口の増加による地域の活性化を図ります。

平成 30 年度の主な事業 　～「幸せに暮らせる町づくり」の実現に向けて～

● 安心して子供を生み育てられる町
　子育て世代包括支援センター事業、学校施設長寿命化計画策定事業、中学校校舎新増築事業、スクールバス
整備事業、地域連携アシスタント事業、部活動指導員配置事業
● 働く意欲の湧き出る町
　農業振興地域整備計画策定事業、子育て定住促進住宅建設事業、有害鳥獣捕獲事業、体験交流型観光推進事業、
新規就農者確保事業、ニューフィッシャー確保育成推進事業
● 自然と環境にやさしい町
　家房公衆トイレ新築事業、漁業集落排水施設長寿命化（機能保全）計画策定事業、合併浄化槽設置整備事業、
東和片添地区公共下水道事業、久賀・大島地区公共下水道事業、公共下水道長寿命化計画策定事業
● 晩年を豊かで安心して過ごせる町
　全国瞬時警報システム（J-ALERT）更新事業、給水自動車整備事業、史跡（御舟倉跡）整備事業、服部屋敷
整備事業、日本ハワイ移民資料館整備事業、陸上競技場外壁塗装改修事業、耐震性防火水槽整備事業
● 次世代に素敵な未来を約束する町
　合併地域振興基金積立事業、広島広域都市圏航空写真撮影事業、戸籍（平成改製原附票）電算化事業、コン
ビニ収納導入事業、道の駅サザンセトとうわ改修事業、観光ＰＲビデオ製作事業、東和総合センター空調設備
等改修事業、定住促進対策事業、空家対策ローン利子補給事業、空家有効活用事業

※平成 30 年度に実施する主要事業については「町のよさん」と題して、広報紙で随時紹介していきます。

◆平成 30 年度歳入歳出当初予算（一般会計　137 億 2,000 万円）◆

歳出 歳入

※歳入および歳出の構成比は小数点以下１位未満を四捨五入しています。

平 成 30 年 度 当 初 予 算



5 広報すおう大島 平成 30 年 ( 2018 年 )4 月号

◆一般会計・特別会計当初予算

会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 137 億 2,000 万円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 30 億 1,756 万円

後期高齢者医療
事 業 特 別 会 計 4 億 7,312 万円

介 護 保 険 事
業 特 別 会 計 34 億 2,261 万円

簡 易 水 道 事
業 特 別 会 計 3 億 5,618 万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 14 億 6,689 万円

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 3 億     773 万円

漁 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 5,320 万円

渡 船 事 業
特 別 会 計 9,195 万円

合　　計 229 億     924 万円

◆基金の状況　　　　　　　　　　　　　

区　　分 平成 28 年度末
現在高

平成 29 年度末
現在高 

（見込み）

平成 30 年度末
現在高 

（見込み）

一
般
会
計

財政調整基金 56 億     831 万円 55 億 8,339 万円 54 億 9,005 万円

減債基金 6 億     361 万円 4 億 5,447 万円 3 億 3,841 万円

中山間ふるさと・水と土
保全対策基金 3,113 万円 3,113 万円 3,113 万円

まち・ひと・しごと創生基金 3 億 7,738 万円 2 億 9,862 万円 2 億 2,974 万円

県収入証紙購入基金 300 万円 300 万円 300 万円

奨学資金貸付基金 1,000 万円 1,000 万円 1,000 万円

土地開発基金 2 億 7,080 万円 2 億 7,082 万円 2 億 7,083 万円

ちびっ子医療費助成事業基金 6,803 万円 4,456 万円 2,271 万円

観光振興事業助成基金 3,564 万円 4,284 万円 3,138 万円

福祉医療費一部負担金助成
事業基金 4,710 万円 3,445 万円 2,208 万円

ふるさと応援基金 2,425 万円 2,675 万円 3,895 万円

ＣＡＴＶ加入促進事業基金 2,641 万円 2,298 万円 2,099 万円

外国語活動推進事業基金 2,035 万円 2,305 万円 1,509 万円

周防大島高等学校通学支援費
給付基金 3,748 万円 2,998 万円 2,349 万円

福祉振興基金 2 億 8,106 万円 2 億 8,110 万円 2 億 8,112 万円

医療確保対策事業基金 ー 2,400 万円 2,401 万円

合併地域振興基金 ー ー 5 億円

特
別
会
計

国民健康保険基金 5,082 万円 9,842 万円 8,429 万円

介護給付費準備基金 8,436 万円 5,716 万円 988 万円

合　計 75 億 7,973 万円 73 億 3,672 万円 74 億 4,715 万円

◆地方債の状況

区　　分 平成 28 年度末現在高 平成 29 年度末現在高（見込み） 平成 30 年度末現在高（見込み）

一般会計 172 億 5,421 万円 167 億 8,019 万円 167 億 5,862 万円

特別会計 148 億 2,928 千円 153 億 5,403 万円 157 億 5,288 万円

　簡易水道事業 21 億 4,030 万円 1 億 2,131 万円 2 億 8,159 万円

　下水道事業 21 億 7,844 万円 26 億 8,301 万円 33 億 6,564 万円

　農業集落排水事業 18 億 1,728 万円 17 億 4,504 万円 16 億 5,310 万円

　漁業集落排水事業 1 億 4,065 万円 1 億 3,406 万円 1 億 2,844 万円

　渡船事業 0 円 780 万円 780 万円

　水道事業企業 ー 20 億     535 万円 18 億 4,339 万円

　病院事業局企業 85 億 5,261 万円 86 億 5,746 万円 84 億 7,292 万円

合　　計 320 億 8,349 万円 321 億 3,422 万円 325 億 1,150 万円

病 院 事 業 局 企 業 会 計 予　算　額

収 益 的 収 入 59 億     719 万円

収 益 的 支 出 59 億     716 万円

資 本 的 収 入 6 億     610 万円

資 本 的 支 出  9 億 9,730 万円

水道事業企業会計 予　算　額

収 益 的 収 入 8 億 5,564 万円

収 益 的 支 出 8 億 4,260 万円

資 本 的 収 入 2,531 万円

資 本 的 支 出 2 億     574 万円

注）簡易水道事業特別会計の平成 28 年度末現在高については、水道事業企業会計移行分を含んでいます。



6広報すおう大島 平成 30 年 ( 2018 年 )4 月号

町

職

員

の

異

動
　
　
　
平
成
30
年
４
月
１
日
付
　（
　
）
内
は
旧
所
属

【
部
長
級
】

▼
会
計
管
理
者　

大
下
崇
生
（
税
務
課
長
）

▼
産
業
建
設
部
長　

林
輝
昭
（
橘
総
合
支
所

長
）
▼
大
島
総
合
支
所
長　

近
藤
晃
（
介
護

保
険
課
長
）
▼
橘
総
合
支
所
長　

中
村
光
宏

（
建
設
課
長
）

【
課
長
級
】 

▼
税
務
課
長　

藤
本
倫
夫
（
商
工
観
光
課
商

工
観
光
班
長
）
▼
契
約
監
理
課
長　

伊
藤
和

也
（
契
約
監
理
課
契
約
監
理
班
長
）
▼
介
護

保
険
課
長　

中
村
晴
彦
（
福
祉
課
生
活
支
援

班
長
）
▼
農
林
課
長　

浜
野
和
人
（
蒲
野
保

育
所
長
）
▼
建
設
課
長　

山
本
正
和
（
社
会

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
長
）
▼
生
活
衛
生

課
長　

中
谷
範
夫
（
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅

班
長
）
▼
教
育
委
員
会
総
務
課
長　

木
谷
学

（
総
務
課
人
事
行
政
班
長
）

【
班
長
級
】 

▼
総
務
課
人
事
行
政
班
長　

梅
木
義
弘
（
福

祉
課
）
▼
総
務
課
戸
籍
住
基
班
長　

新
山
満

寿
美
（
水
道
課
管
理
班
長
）
▼
財
政
課
財
政

班
長　

岡
原
伸
二
（
水
道
課
水
道
班
長
）
▼

税
務
課
課
税
第
２
班
長　

松
田
知
亮
（
財
政

課
財
政
班
長
）
▼
税
務
課
徴
収
対
策
班
長　

佐
原
正
幸
（
税
務
課
）
▼
契
約
監
理
課
契
約

監
理
班
長　

中
富
和
志
（
福
祉
課
）
▼
福
祉

課
生
活
支
援
班
長　

神
戸
和
雅
（
生
活
衛
生

課
）
▼
商
工
観
光
課
商
工
観
光
班
長　

田
和

智
博
（
社
会
教
育
課
大
島
地
区
生
涯
学
習
班

長
）
▼
商
工
観
光
課
公
共
施
設
管
理
班
長　

松
村
浩
（
税
務
課
課
税
第
２
班
長
）
▼
水
産

課
水
産
班
長　

久
保
嘉
之
（
商
工
観
光
課
公

共
施
設
管
理
班
長
）
▼
生
活
衛
生
課
公
営
住

宅
班
長　

西
村
加
代
子
（
福
祉
課
）
▼
水
道

課
水
道
班
長　

江
口
光
幸
（
水
道
課
）
▼
水

道
課
管
理
班
長　

清
水
直
美
（
商
工
観
光
課
）

▼
大
島
総
合
支
所
地
域
窓
口
班
長　

木
嶋
勇

人
（
政
策
企
画
課
）
▼
東
和
総
合
支
所
地
域

窓
口
班
長　

枝
川
和
雄
（
水
産
課
水
産
班
長
）

▼
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
長　

中
野

賢
一
（
税
務
課
徴
収
対
策
班
長
）

【
一
般
職
】 

▼
政
策
企
画
課　

吉
冨
和
成
（
健
康
増
進
課
）

▼
政
策
企
画
課　

原
賀
康
旗
（
健
康
増
進
課
）

▼
総
務
課　

小
島
太
郎
（
商
工
観
光
課
）
▼

総
務
課　

鳥
村
洋
人
（
久
賀
総
合
支
所
）
▼

財
政
課　

村
田
直
樹
（
建
設
課
）
▼
税
務
課

内
本
香
織
（
大
島
総
合
支
所
）
▼
税
務
課　

長
久
龍
夫
（
商
工
観
光
課
）
▼
税
務
課　

西

元
祐
輔
（
社
会
教
育
課
）
▼
健
康
増
進
課　

田
中
和
仁
（
橘
総
合
支
所
）
▼
健
康
増
進
課

後
山
典
子
（
介
護
保
険
課
）
▼
健
康
増
進
課

河
内
瑛
世
（
税
務
課
）
▼
福
祉
課　

小
川
幸

治
（
下
水
道
課
）
▼
福
祉
課　

岡
﨑
月
子
（
久

美
保
育
所
）
▼
福
祉
課　

山
根
尚
幸
（
農
林

課
）
▼
介
護
保
険
課　

高
木
達
哉
（
水
産
課
）

▼
久
美
保
育
所　

浜
田
清
美
（
蒲
野
保
育
所
）

▼
商
工
観
光
課　

三
浦
裕
子
（
蒲
野
保
育
所
）

▼
商
工
観
光
課　

藤
本
浩
之
（
生
活
衛
生
課
）

▼
商
工
観
光
課　

仲
慶
史
（
農
林
課
）
▼
農

林
課　

青
山
徳
幸
（
水
道
課
）
▼
農
林
課　

今
尾
美
帆
（
生
活
衛
生
課
）
▼
農
林
課　

中

村
作
（
総
務
課
）
▼
農
林
課　

山
本
修
平
（
建

設
課
）
▼
水
産
課　

小
礒
直
紀
（
農
林
課
）

▼
水
産
課　

小
田
康
雄
（
介
護
保
険
課
）
▼

建
設
課　

竹
本
裕
一
郎
（
財
政
課
）
▼
建
設

課　

奈
良
雅
人
（
社
会
教
育
課
）
▼
生
活
衛

生
課　

浜
元
信
之
（
大
島
総
合
支
所
）
▼
生

活
衛
生
課　

齋
藤
裕
也
（
総
務
課
）
▼
生
活

衛
生
課　

広
津
達
也
（
農
林
課
）
▼
生
活
衛

生
課　

松
尾
宇
晃
（
総
務
課
）
▼
生
活
衛
生

課　

山
根
幸
恵
（
蒲
野
保
育
所
）
▼
水
道
課

松
岡
尊
（
社
会
教
育
課
）
▼
下
水
道
課　

緒

方
崇
（
政
策
企
画
課
）
▼
久
賀
総
合
支
所　

江
本
定
弘
（
生
活
衛
生
課
）
▼
大
島
総
合
支

所　

濵
崎
玲
子
（
介
護
保
険
課
）
▼
東
和
総

合
支
所　

高
橋
景
子
（
蒲
野
保
育
所
）
▼
橘

総
合
支
所　

村
田
朋
行
（
水
産
課
）
▼
教
育

委
員
会
総
務
課　

中
野
真
吾
（
下
水
道
課
）

▼
教
育
委
員
会
総
務
課　

前
田
勝
博
（
生
活

衛
生
課
）
▼
社
会
教
育
課　

岡
元
博
（
東
和

総
合
支
所
）

【
現
業
職
】 

▼
久
美
保
育
所　

吉
田
紀
美
江（
蒲
野
保
育
所
）

【
新
採
用
】 

▼
総
務
課　

河
村
亮
▼
福
祉
課　

金
平
拓
真

▼
介
護
保
険
課　

藤
井
祐
輔
▼
介
護
保
険
課

大
樂
明
日
海
▼
水
道
課　

砂
田
靖
志
▼
下
水

道
課　

阿
立
悠
葉
▼
社
会
教
育
課　

山
本
康

太【
再
任
用
】 

▼
商
工
観
光
課　

池
元
恭
司
▼
日
良
居
出
張

所　

竹
本
光
博
▼
日
良
居
出
張
所　

迎
智
可

志
▼
久
美
保
育
所　

末
広
良
子

【
退
職
】（
平
成
30
年
３
月
31
日
付
）

部
長
級

▼
会
計
管
理
者　

木
村
秀
俊

▼
産
業
建
設
部
長　

池
元
恭
司

▼
大
島
総
合
支
所
長　

古
崎
敏
雄

課
長
級

▼
契
約
監
理
課
長　

田
村
真
澄

▼
農
林
課
長　

沖
村
和
哉

▼
生
活
衛
生
課
長　

原
田
正
則

▼
教
育
委
員
会
総
務
課
長　

山
中
和
美

班
長
級

▼
総
務
課
戸
籍
住
基
班
長　

生
田
好
晃

▼
大
島
総
合
支
所
地
域
窓
口
班
長　

平
本
敦
子

▼
東
和
総
合
支
所
地
域
窓
口
班
長　

西
村
幸
人

一
般
職

▼
税
務
課　

古
本
達
也

▼
健
康
増
進
課　

稲
村
省
吾

▼
健
康
増
進
課　

伊
原
靖
人

▼
介
護
保
険
課　

中
尾
直
樹

▼
橘
総
合
支
所　

天
河
裕
俊

技
能
職

▼
生
活
衛
生
課　

川
本
茂
樹

船
舶
職

▼
政
策
企
画
課　

山
本
英
樹
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病
院
事
業
局
の
異
動
　
　
平
成
30
年
４
月
１
日
付
　（　

）
内
は
旧
所
属

○
病
院
事
業
局

▼
教
育
看
護
師
長　

神
田
里
枝
子
（
東
和
病

院
総
看
護
師
長
）
▼
総
務
部
財
政
課　

柏
村

翔（
総
務
部
総
務
課
）　

中
村
倫
子（
新
採
用
）

▼
総
務
部
総
務
課　

大
森
克
也
（
新
採
用
）

○
東
和
病
院

▼
総
看
護
師
長　

德
重
美
江
（
東
和
病
院
副

総
看
護
師
長
）▼
看
護
師　

二
家
本
美
紀（
新

採
用
）
野
村
茉
央
（
新
採
用
）
藤
山
桃
子
（
新

採
用
）
小
森
佳
奈
（
新
採
用
）
藤
本
優
加
（
新

採
用
）
有
坂
美
和
（
新
採
用
）
増
田
稜
華
（
新

採
用
）
中
野
亜
紀
（
新
採
用
）
▼
事
務
室
主

任　

井
上
雄
太
（
総
務
部
財
政
課
経
理
主
任
）

事
務
室
主
任　

高
瀬
光
司
（
橘
病
院
事
務
室

主
任
）
事
務
室
主
任　

尾
崎
孝
行
（
大
島
病

院
事
務
室
主
任
）

○
橘
病
院

▼
看
護
師
長　

平
井
さ
と
み
（
橘
病
院
副
看

護
師
長
）
▼
看
護
師　

橋
本
夏
海
（
新
採
用
）

谷
村
結
生
（
新
採
用
）
▼
事
務
長　

青
木
政

彦
（
や
す
ら
ぎ
苑
事
務
長
）
▼
事
務
長
補
佐

安
村
淳
（
東
和
病
院
事
務
長
補
佐
）

○
大
島
病
院

▼
理
学
療
法
士　

渡
邊
美
彩
（
東
和
病
院
理

学
療
法
士
）
▼
臨
床
工
学
科
主
任　

岩
原
理

恵
（
大
島
病
院
臨
床
工
学
技
士
）
▼
看
護
師

山
崎
未
来
（
新
採
用
）
國
田
心
（
新
採
用
）

安
村
有
衣
理
（
新
採
用
）
藤
會
葵
（
新
採
用
）

井
口
美
南
海（
新
採
用
）上
村
恭
子（
新
採
用
）

▼
事
務
室
主
事　

小
川
航
也
（
東
和
病
院
事

務
室
主
事
）

○
さ
ざ
な
み
苑

▼
社
会
福
祉
士
主
任　

中
河
真
理
（
さ
ざ
な

み
苑
社
会
福
祉
士
）

○
や
す
ら
ぎ
苑

▼
事
務
長
心
得　

野
坂
孝
治
（
橘
病
院
事
務

長
心
得
）

○
大
島
看
護
専
門
学
校

▼
実
習
調
整
者　

金
井
布
美
江
（
大
島
看
護

専
門
学
校
教
員
）
▼
事
務
長
補
佐　

鈴
木
武

史
（
大
島
看
護
専
門
学
校
係
長
）

【
退
職
】（
平
成
30
年
3
月
31
日
付
）

▼
大
島
看
護
専
門
学
校
実
習
調
整
者　

角
井
里
美

▼
大
島
病
院
副
看
護
師
長　

和
南
城
朝
子

▼
東
和
病
院
看
護
師　

野
口
亜
希

▼
東
和
病
院
看
護
師　

大
畑
英
美

▼
橘
病
院
看
護
師　

縄
田
渉

▼
東
和
病
院
准
看
護
師　

土
山
美
由

▼
大
島
病
院
准
看
護
師　

古
川
奈
美

▼
東
和
病
院
看
護
助
手　

江
藤
真
理
子

▼
橘
病
院
看
護
助
手　

吉
本
徳
子

▼
大
島
看
護
専
門
学
校
事
務
長
補
佐　

森
田
紀
美
枝

軽減率と税率

車種 標準税率
（年額）

（１）税率を概ね  
　75％軽減

（※ 2）
（2）税率を概ね

　　50％軽減
（3）税率を概ね

　　25％軽減

軽自動車

三輪のもの 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上の
もの

乗用　
営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円
自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨物用
営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円
自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円

　平成 29 年度税制改正によりグリーン化特例（軽課）の適用期間が２年延長さ
れることとなりました。
　これにより、平成 29 年 4 月から平成 31 年 3 月までに新規登録（※1）され
た以下の四輪車等の軽自動車は、新規登録された翌年度分の軽自動車税に限り、
軽減税率が適用されます。

　（1）電気自動車および天然ガス自動車（ポスト新長期規制からＮＯｘ 10％低減）
　（2）軽乗用車（平成 32 年度燃費基準＋ 20％達成）、軽貨物車（平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成）
　（3）軽乗用車（平成 32 年度燃費基準達成）、軽貨物車（平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成）

（※ 2）平成 30 年排出ガス基準 50％低減又は平成１７年排出ガス基準 75％低減達成車（★★★★）に限ります。

新規登録した期間 軽減適用年度
平成２９年 4 月～平成３０年３月 平成３０年度
平成３０年４月～平成３１年３月 平成３１年度

■問い合わせ　税務課（課税第１班）☎ 0820（74）1008

（※１）…新規登録とは、今までに車両番号の指定を受けたこ
とのない軽自動車を新たに使用するときに受ける検査です。 
初めての新規登録は、自動車検査証の「初度検査年月」で確認
できます。

軽自動車税のグリーン化特例（軽課）の延長について
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　国民健康保険制度の安定的な運営のため、平成 30 年４月から都道府県が財政運営の責任主
体となり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保等の国保運営に中心的な役割を担うことで、
制度の安定化を目指します。

■問い合わせ　国保資格等 ･･･ 健康増進課医療保険班　☎０８２０（７３）５５０２
　　　　　　　国保税賦課 ･･･ 税務課課税第 1 班   　　☎０８２０（７４）１００８

県の主な役割 町の主な役割

・財政運営の責任主体
・国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、
広域化を推進
・保険給付費等交付金の市町村への支払い
・市町村ごとの標準保険税率を算定、公表

・加入者の資格管理
　（各種届出の受付、被保険者証の交付等）
・保険給付の決定、支給
・国保事業費納付金を県に納付
・保険税率の決定、賦課、徴収

■平成 30 年度からの県と町の主な役割

平成 30 年度から

国民健康保険制度が変わります

■おもな変更点

１．被保険者証等の様式と更新時期が変わります。
　周防大島町では、これまで１０月に被保険者証を更新していましたが、平
成３０年度からは８月に更新します。８月以降の被保険者証には所属する県
名が入り、市町村による資格管理の開始日が入ります。なお、新しい被保険
者証等は７月中に世帯主宛に送付します。

※被保険者証の交付等は、これまでどおりお住まいの市町村で行います。

２．被保険者証と高齢受給者証が一体化されます。
　７０歳以上の被保険者には高齢受給者証を交付していますが、制度改正に伴い、８月からは被保険者証に
一体化され、負担割合が記載されます。

３．国保の資格取得・喪失は県単位となります。
　同一の県内なら、転出または転入しても国保の資格は変わりません。ただし、交付者名（市町村名）や
保険者番号等が変わりますので、新しい住所地で改めて被保険者証が交付されます。県外の住所に変わった
場合は、これまでと変わらず、国保の資格の取得や喪失が生じます。

４．高額療養費の多数回該当について、県単位で通算されるようになります。
　同一県内の他市町村への転出等で、世帯の継続性が保たれている場合（転出前・転出後の世帯主が同一の
場合）には、平成３０年４月以降の療養において発生した高額療養費の多数回該当の該当回数が引き継がれ、
通算されるようになります。

※多数回該当とは、過去１２カ月間で高額療養費の対象となった月数が４回以上となった場合、４回目から
自己負担限度額が引き下げられる制度です。

【 】
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し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
、
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～
61

食
べ
て
い
な
い
の
に
太
る

　
「
人
は
食
べ
た
も
の
を
忘
れ
る
動
物
で
あ

る
」
東
京
大
学
大
学
院
、
佐
々
木
敏
教
授
に

よ
る
と
、「
人
は
食
べ
た
も
の
を
１
割
か
ら
２

割
ほ
ど
忘
れ
て
し
ま
い
、
大
食
い
の
人
ほ
ど

食
べ
た
量
を
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
感
じ
て
し
ま

う
」
と
か
。
確
か
に
、
つ
ま
み
食
い
や
ほ
ん

の
一
口
食
べ
た
物
っ
て
無
意
識
に
忘
れ
て
い

ま
す
よ
ね
。『
そ
ん
な
に
食
べ
て
い
な
い
は
ず

な
の
に
太
る
』
カ
ラ
ク
リ
は
こ
こ
に
あ
る
よ

う
で
す
。
み
な
さ
ん
に
も
思
い
当
た
る
節
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

ま
ず
は
正
し
く
知
る
こ
と
！

　
小
・
中
学
生
の
食
塩
摂
取
の
実
態

　

自
分
が
食
べ
て
い
る
物
を
正
し
く
把
握
す

る
の
は
至
難
の
業
。
し
か
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
何

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
食
塩
何
グ
ラ
ム
等
と
具
体

的
に
な
る
と
な
お
さ
ら
で
す
。
し
か
し
、
食

生
活
を
改
善
す
る
上
で
、
自
分
の
弱
点
で
あ

る
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
知
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

康
を
増
進
し
、
ち
ょ
び
塩
を
実
践
す
る
た
め

の
「
小
中
学
生
食
塩
・
食
事
調
査
」
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
の
食
習
慣
の
実
態
を
把
握
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
中
学
生
の
65
％
が
１
日

に
10
ｇ
以
上
の
食
塩
を
摂
取
し
、
約
１
割
が

１
日
目
標
量
（
男
８
・
０
ｇ
未
満
、
女
７
・
０

ｇ
未
満
）
の
倍
近
く
に
あ
た
る
13
ｇ
以
上
も

摂
っ
て
い
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

毎
日
口
に
す
る
も
の
で
私
た
ち
の
身
体
は

つ
く
ら
れ
ま
す
。
丈
夫
な
身
体
を
つ
く
り
、

元
気
に
活
躍
す
る
た
め
に
も
、
食
べ
物
に
関

心
を
持
ち
、
食
習
慣
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
？

小
・
中
学
生
の
食
塩
・
食
事
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

●
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ

　

中
学
生
の
最
高
食
塩
摂
取
量
は
何
ｇ

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。（
答
え
は
19
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

 

①
約
16
ｇ   

②
約
17
ｇ  

③
約
18
ｇ

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

食塩摂取量 人数 割合
6g 台 5 2%
7g 台 12 5%
8g 台 18 8%
9g 台 45 20%

10g 台 65 28%
11g 台 38 17%
12g 台 23 10%

13g ～ 14g 台 17 7%
15 ｇ以上 6 3%

計 229 100%

中学生食塩摂取量（H29）

⁉

柔道整復師の施術を受けられる方へ
～ 接骨院・整骨院等のかかり方 ～

ご存じですか？
健康保険が利用できるのは、
外傷性のケガの場合だけです！

　

接
骨
院
・
整
骨
院
で
受
け
る
施
術
に

は
、「
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
」
と
「
使

え
な
い
場
合
」
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
保
険
の
療
養
費
は
、
皆
さ
ん
の

貴
重
な
保
険
料
等
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

医
療
費
（
保
険
給
付
費
）
の
適
切
な
支

給
の
た
め
、
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

■
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

　

ね
ん
挫
、 

打
撲
、 

肉
離
れ
、 

骨
折
、
脱

臼
（
応
急
手
当
て
で
な
い
場
合
は
医
師

の
同
意
書
が
必
要
）

■
健
康
保
険
が
使
用
で
き
な
い
場
合
の

例
（
全
額
自
己
負
担
）

・
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
関
節
炎
、
ヘ
ル

ニ
ア
な
ど
の
、
病
気
が
原
因
の
痛
み

・
加
齢
や
疲
労
か
ら
く
る
肩
こ
り
、腰
痛
、

脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
的
症
状

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
筋
肉
疲
労
、

筋
肉
痛

・
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
、
長
期

に
わ
た
る
漫
然
と
し
た
施
術

・
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、診
療
所
な
ど
）

で
治
療
中
の
も
の
な
ど

■
か
か
る
と
き
の
注
意
事
項

・
施
術
を
受
け
る
前
に
、
負
傷
原
因
を

正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
長
期
に
わ
た
る
施
術
を
受
け
て
も
痛

み
が
続
く
場
合
は
、
内
科
的
要
因
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
師
の
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

・
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※ 

領
収
書
は
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際

に
も
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
事
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い

・
同
一
の
負
傷
に
つ
い
て
、
同
時
期
に

外
科
・
整
形
外
科
の
治
療
と
柔
道
整
復

師
の
施
術
を
受
け
た
場
合
、
原
則
と
し

て
柔
道
整
復
師
の
施
術
料
は
全
額
自
己

負
担（
保
険
が
使
え
な
い
）と
な
り
ま
す
。

※
不
適
切
な
請
求
が
行
わ
れ
た
場
合
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
も
不
利
益
を
被
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を

守
っ
て
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
そ
の
他
（
お
願
い
）

～
治
療
内
容
に
つ
い
て
保
険
者
ま
た
は
町

よ
り
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
～

適
切
な
療
養
費
の
支
給
に
向
け
て
、
施

術
日
や
施
術
内
容
等
を
照
会
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

医
療
保
険
班　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
２

国民健康保険および後期高齢者医療保険の
被保険者の皆さまへ
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各月初日の児童の属する世帯の階層区分 3 歳未満児【３号認定】 3 歳以上児【２号認定】

階層区分 定　　　　義
 国基準保育料 町保育料  国基準保育料 町保育料

保育標準
時間の方

保育短時間
の方

保育標準時間・
保育短時間の方

保育標準
時間の方

保育短時間
の方

保育標準時間・
保育短時間の方

第１階層 　生活保護法による被保護世帯等 0 0 0 0 0 0

第２階層

　町民税非課税世帯 9,000 9,000  4,700 6,000 6,000 3,000

　町民税非課税世帯（第２子） 0 0 0 0 0 0

　町民税非課税世帯（ひとり親世帯等） 0 0 0 0 0 0

第３階層

町
民
税
所
得
割
課
税
額

　48,600 円未満 19,500 19,300 13,600 16,500 16,300 11,500

　48,600 円未満（第２子） 9,750 9,650 6,800 8,250 8,150 5,750

　48,600 円未満（ひとり親世帯等） 9,000 9,000 4,350 6,000 6,000 3,000

第４階層

　48,600 円以上 97,000 円未満 30,000 29,600  21,000 27,000 26,600 18,900

48,600 円以上 57,700 円未満（第２子） 15,000 14,800 10,500 13,500 13,300 9,450

48,600 円以上 77,101 円（ひとり親世帯等） 9,000 9,000 4,700 6,000 6,000 3,000

第５階層 　97,000 円以上 169,000 円未満 44,500 43,900 31,100 41,500 40,900 29,000

第６階層 　169,000 円以上 301,000 円未満 61,000 60,100 37,000 58,000 57,100 34,800

第７階層 　301,000 円以上 397,000 円未満 80,000 78,800 47,000 77,000 75,800 36,700

第８階層 　397,000 円以上 104,000 102,400 61,100 101,000 99,400 47,800

★保育料同時入所２人目以降無料化事業（継続）
　同一世帯の就学前児童が町内の保育所に２人以上同時に入所する場合、保育料の負担は１人目のみとなり、
２人目以降は無料とする保育料同時入所２人目以降無料化事業を継続実施します。

★多子世帯保育料等軽減事業（継続）
　第３子目以降の児童が入所する場合、階層区分により保育料の軽減を行っています。

★保育料の軽減（国基準保育料からの軽減）
　本町では、町単独による保育料の減額（上記基準額表）、多子世帯保育料等軽減事業、保育所同時入所２人
目以降の保育料を無料にすることで、国の基準保育料と比較して総額 5,878 万 9 千円（軽減率 52％）の減
額を行います。

　町内の全保育所を対象に年間 24 回、幼少期から英語に慣れ親しむことで、英語の楽しさを理解し、国際的
なコミュニケーション能力を養うことを目的とする保育所英語講師派遣事業を継続実施します。

平成 30 年度の保育関係事業を紹介します

階層区分 保育料月額 階層区分 保育料月額
第２～４階層 無　料 第５～８階層 半　額

★町の単独事業で保育料の減額を行っています（継続）
　平成 30 年度の町保育料と国の基準保育料との比較は表のとおりです。

  ①保育料を軽減しています（継続）

  ②保育所英語講師派遣事業を実施しています（継続）

◆問い合わせ　福祉課（福祉事務所）　☎０８２０（７７）５５０５

※町民税の課税額により決定します。
　4 月～ 8 月分の保育料は平成 29 年度の町民税額、9 月～ 3 月分までは平成 30 年度の町民税額。
※所得割課税額 77,101 円未満のひとり親世帯等の第２子以降の児童が入所する場合、所得割課税額 57,700 円未満
　の世帯の第３子以降の児童が入所する場合、保育料は無料となります。
※修正申告をしたときや、家庭の事情などが変わったとき（再婚・離婚など）、保育料が変わることがありますので、
　福祉課へお届けください。

（単位：円）
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5 月 12 日は民生委員・児童委員の日

民生委員・児童委員の
活動をご存知ですか？

　大正６（1917）年５月 12 日に民生委員制
度の源と言われる「済世顧問制度（さいせい
こもんせいど）」が岡山県で誕生しました。
　このことに由来し、毎年５月 12 日を「民生
委員・児童委員の日」とし、その日から１週
間を「活動強化週間」と定め活動を行ってい
ます。

■主任児童委員とは
　児童福祉法に基づき民生委員・児童委員の中から選出され、児童福
祉に関する事項を専門的に担当し、家庭・学校・児童相談所等の関係
機関と連携を図りながら活動します。

■民生委員・児童委員とは
　民生委員法ならびに児童福祉法により国（厚生労働大臣）から委嘱
を受けています。
　「住み慣れた地域で誰もが安心して心豊かに暮らしつづけることがで
きるまちづくり」のために様々な活動や暮らしに関する困りごと等の
相談を受けています。
　定期的に会議や研修会を開催し、資質の向上に努めています。

　民生委員・児童委員は地域住民の身近な相談相手です。委員一同が心をひとつにして、いつも住民の皆様の
心のよりどころとなり、安心して生活できる地域づくりを進めていきます。
　周防大島町では、１１１名の民生委員・児童委員と８名の主任児童委員が活動しています。困りごと・相談
ごとがある場合は、遠慮なくご相談ください。相談内容に応じて適切な関係機関による支援への「つなぎ役」
になります。
　また、民生委員・児童委員には、公務員と同等の守秘義務が課せられていますので、安心してご相談ください。

■問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

▲認知症についての研修を受講する
橘地区民生委員・児童委員

　麻薬の中で、乱用されて社会問題となるのが、けしから取
れるアヘンやモルヒネです。
　けしの中でも、「おにげし」や「ひなげし」などは、麻薬成
分を含んでおらず観賞用として植えても良いのですが、「セ
ティゲルム種」、「ソムニフェルム種」のけしや「ハカマオニ
ゲシ」は麻薬成分を含んでおり、勝手に植えてはいけません。
　また、大麻（あさ）も麻酔性の成分を含んでいるため、勝
手に植えることはできません。
　なお、平成 27 年度は、期間中に県下 122 カ所において、約
18,000 本もの植えてはいけないけしが発見されました。

○全体が白っぽい緑色である。
○葉のまわりの切れ込みが浅く、つけ根が茎を抱きこんでいる。 
○一重咲きの花は、花びら４枚で、色は赤、桃、紫、白などがある。
　また、多数の花びらがついた八重咲きの花もある。　

○花の色が深紅色である。
○花の下に 4 ～ 8 個のハカマ（苞葉：ほうよう）　がある。
○花びらの基部に黒紫色の斑点がある。

○葉にノコギリ状の切れ込みがある。
○葉は 3 ～ 9 枚の小葉が集まり手のひらのような　形をしている。

５月 1 日～６月 30 日
全国一斉  大麻・けし撲滅運動
大麻、植えてはいけないけしを発見した場合
や見分け方が分からないときは…　　　
■柳井健康福祉センター　
☎０８２０（２２）３６３１
■周防大島幹部交番　
☎０８２０（７２）０１１０

■セ テ ィ ゲ ル ム 種 ､
　ソムニフェルム種
　の見分け方

■ハカマオニゲシ
　の見分け方

■大麻の見分け方
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　周防大島町では、「粗大ごみ」は屋外湯沸器（ボイラー）、オルガン、ミシン（台付）、
マッサージ機（大型）、デスクトップ型ワープロ、太陽熱温水器、電気給湯器、ス
プリング入マットレスの８品目のみだよ。これ以外の大型のごみは、周防大島町
では「粗大ごみ」には分別しないから気を付けてね。ただし、屋外湯沸器、太陽
熱温水器、電気給湯器は取り外しを業者に依頼した時は処分も業者に依頼してね。
　「粗大ごみ」は、有料ステッカー（2,160 円）を各総合支所または各出張所で購
入して、これを貼り付けて「粗大ごみ」の収集日にごみ収集ステーションに出し
てね。収集日は年数回しかないから、「ごみ収集カレンダー」で確認してね。
　家庭から出る「燃やせるごみ」以外の一般廃棄物は、周防大島町環境センター（西
安下庄大泊）へ自身で直接持ち込むことができるよ。「粗大ごみ」を持ち込む場合は、
有料ステッカーはいらないけど、重量に応じて処理手数料がかかるよ。持ち込め
る時間等も決まっているので、事前に環境センター（☎ 0820‐77‐0333）に電話
連絡してね。

ごみの出し方講座 「 粗 大 ご み 」

みかんちゃんの

■問い合わせ　生活衛生課　☎０８２０（７９）１０１２

「みかんちゃん」は、周防
大島町の３Ｒ推進マスコッ
トキャラクターです。

【
予
防
策
等
】

①
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
山
や
野
原
の
他
、
公
園
、
住
宅
地
の
庭
な
ど
に

　

も
ダ
ニ
が
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
剪
定

　

や
草
取
り
等
の
際
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
や
ぶ
や
草
む
ら
な
ど
、
ダ
ニ
の
生
息
す
る
場

　

所
に
入
る
場
合
に
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、　

　

足
を
完
全
に
覆
う
靴
下
・
靴
を
着
用
等
、
肌

　

の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
屋
外
活
動
後
に
は
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
い
な
い

　

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
帰
宅
後
す
ぐ
に
服

　

を
着
替
え
た
り
、
体
を
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
い
流

　

す
と
有
効
で
す
。

⑤
や
ぶ
等
で
、
犬
や
猫
な
ど
の
動
物
に
ダ
ニ
が

　

付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除
去
に
は
、
目
の

　

細
か
い
ク
シ
を
か
け
る
と
効
果
的
で
す
。
ダ

　

ニ
駆
除
薬
も
あ
り
ま
す
の
で
獣
医
師
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

⑥
吸
血
中
の
ダ
ニ
に
気
が
つ
い
た
際
に
は
、
で
き
る

　

だ
け
医
療
機
関
で
処
置
し
て
く
だ
さ
い
。（
自
分

　

で
ダ
ニ
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
）

⑦
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
に
、
発
熱
等
の
症
状
が

　

あ
っ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

　

だ
さ
い
。

ダ
ニ
が
媒
介
す
る

感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て

　

病
原
体
を
有
す
る
マ
ダ
ニ
や
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に

か
ま
れ
る
と
、
感
染
症
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
マ
ダ
ニ
や
ツ
ツ
ガ
ム
シ
は
、
特
に
春
か

ら
秋
に
か
け
て
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
屋

外
で
活
動
す
る
と
き
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
課

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

蚊
が
媒
介
す
る

感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て

　

デ
ン
グ
熱
、
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
お
よ
び

日
本
脳
炎
等
の
蚊
を
介
し
た
感
染
症
は
、
ウ
イ

ル
ス
を
も
っ
た
蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
蚊
を
介
し
た
感
染
症
の
流
行
地

域
を
訪
れ
る
と
き
は
、
十
分
に
注
意
し
、
予
防

対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
国
内
で
あ
っ
て
も
日

ご
ろ
か
ら
蚊
の
対
策
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
、
流
行
地
域
か
ら
帰
国
し
、
発
熱
、

倦
怠
感
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
医
療
機

関
を
受
診
し
、
医
師
に
渡
航
先
等
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

　

蚊
を
介
し
た
感
染
症
は
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
た

め
の
対
策
が
大
切
で
す
。
予
防
策
と
し
て
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
策
等
】

①
流
行
地
域
で
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
の
着
用
や
、

　

蚊
の
忌
避
剤
の
使
用
に
よ
り
、
蚊
に
刺
さ
れ

　

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
特
に
、
蚊
が
多
く
発
生
す
る
夕
方
か
ら
夜
間

　

に
か
け
て
外
出
す
る
場
合
や
、
草
む
ら
な
ど

　

に
入
る
場
合
な
ど
は
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ

　

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
妊
婦

　

の
方
の
流
行
地
へ
の
渡
航
を
控
え
て
く
だ
さ

　

い
。
や
む
を
得
ず
渡
航
す
る
場
合
は
、
主
治

　

医
と
相
談
の
上
で
、
厳
密
な
防
蚊
対
策
を
講

　

じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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農地転用の手続きには、次の２つのケースがあります。

表
彰

◆
大
島
郡
体
育
協
会
表
彰

・
体
育
功
労
賞

　

中
原
鉄
男
さ
ん
（
家
房
）

　
〈
大
島
郡
陸
上
競
技
協
会
〉

農
地
の
無
断
利
用
を
防
ご
う
！

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
！

　

平
成
30
年
度
よ
り
、
農
地
の
管
理
等
に
関
す
る
事
務
が
県
か
ら

町
に
権
限
移
譲
さ
れ
、
施
策
の
一
体
的
推
進
や
事
務
処
理
期
間
の

短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

農
地
を
宅
地
、
駐
車
場
、
道
路
、
植
林
地
等
の
農
地
以
外
の
も

の
に
す
る
（
転
用
）
に
は
、
町
長
の
許
可
（
農
地
の
面
積
が
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
）
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
農
地
法
第
４
条
、
第
５
条
）。

　

農
地
を
青
空
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
場
合
や
農
業
用
施
設
を

建
て
る
場
合
、
景
観
用
の
桜
や
ク
ヌ
ギ
を
植
林
す
る
場
合
な
ど
も

転
用
に
な
り
ま
す
の
で
許
可
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
農
地
を
自
己
の
農
地
の
利
用
・
保
全
の
た
め
に
必
要

な
施
設
（
水
路
、
道
路
等
）
や
２
ア
ー
ル
未
満
の
農
地
を
自
己
用

の
農
業
経
営
施
設
（
農
舎
、
畜
舎
等
）
に
転
用
す
る
場
合
等
は
許

可
が
不
要
で
す
（
こ
の
場
合
、
農
業
委
員
会
へ
農
地
転
用
制
限
例

外
の
届
出
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）。

　農地転用の手続きは？

① 町長の許可
（農地が４ヘクタール以下の場合）

　町長の許可を受けようとする場合は、
申請書を農業委員会を経由して町に提
出してください。

② 農林水産大臣の許可
（農地が４ヘクタールを超える場合） 

　農林水産大臣の許可を受けようとする場合は、申請書
を県知事を経由して農林水産大臣に提出してください。
　なお、この場合は、許可申請に先立ち事前審査を受
けることができます。

① 立地基準（申請に係る農地の営農条件や周辺の
市街地化の状況から転用の可否を判断する基準）

　農用地区域内にある農地や集団的に存在する農地等良好な営
農条件を備えている農地については、農業用施設、集落接続の
住宅等を除き原則として転用を許可することができません。（農
用地区域の確認は、役場農林課へお問い合わせください。）
　一方、市街地の区域内や市街地化が見込まれる区域内にある
農地については転用を許可することが可能です。

② 一般基準（土地の効率的な利用の
確保という観点から転用の可否を判
断する基準） 

　農地を転用して申請に係る用途に供
することが確実と認められない場合や
周辺の農地に係る営農条件に支障を生
じるおそれがあると認められる場合等
は転用を許可することができません。

　■問い合わせ　周防大島町農業委員会事務局（役場久賀庁舎農林課内）　　☎０８２０（７９）１００２

　農地の権利移転や転用に係る許可申請受付は、農業委員会で行っています。農地に関する手続きや疑問は、
まず農業委員会へ相談してください。

　　　　　　　　　農地法では、優良農地を確保するとともに、農業以外の土地利用と
の調整を図るため、次の２つの基準により転用の可否を判断することとしています。

　農地転用の判断基準は？

　許可を受けなかったり、届出せずに農地を利用すると耕作権の保護や権利移転などの法律行為
が無効になります。また、農地法に違反することになり、違反転用の場合は町長が工事の中止や
原状回復などを命ずることができます。

許可なく貸借や転用をしたら？
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)

)

)

)

)

あ
り
が
と
う
、
蒲
野
保
育
所

66
年
の
歴
史
に
幕

　

昭
和
27
年
4
月
1
日
、
蒲
野
村
立
と
し
て
産
声
を
上
げ
た
蒲
野
保
育
所
は
、
66
年
に
わ
た
り
８
５
６
名
も

の
卒
園
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
少
子
化
に
よ
り
入
所
す
る
子
ど
も
が
激
減
し
、
開

設
当
初
は
65
名
の
定
員
で
受
け
入
れ
、
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
十
数
名
の
入
所
者
で
推
移

し
、
平
成
29
年
度
は
６
名
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
公
立
保
育
所
と
し
て
地
域
と
と
も
に
歩
み
、
子
ど
も
た
ち

を
育
ん
で
き
た
蒲
野
保
育
所
は
、
平
成
29
年
３
月
末
を
も
っ
て
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
所
と
な
り
ま
し
た
。

▪
お
も
な
諸
行
事
（
抜
粋
）

春

夏

・
サ
タ
フ
ラ
に
も
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
た
（
8
月
）

・親子遠足（4 月）

・
入
所
式
（
４
月
）

最
後
の
卒
園
式
、

　
　
　
そ
し
て
閉
所
式

　

う
ら
ら
か
な
春
の
日
差
し
が
降
り
注
い
だ

3
月
28
日
、
蒲
野
保
育
所
に
お
い
て
最
後
の

卒
園
式
と
閉
所
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
保
護
者
や
地
域
の
方
々
も
多
数
出

席
。
最
後
の
卒
園
生
と
な
っ
た
佐
々
井
梨
歩

さ
ん
は
お
別
れ
の
言
葉
で
、
た
く
さ
ん
の
思

い
出
に
声
を
詰
ま
ら
せ
つ
つ
、
在
園
児
や
ご

両
親
、
先
生
方
、
地
域
の
方
々
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
所
式
で
椎
木
町
長
は
「
集
団
保

育
や
運
営
面
で
も
存
続
が
厳
し
く
な
っ
た
。

長
年
、
地
域
の
皆
様
に
は
、
わ
が
事
の
よ
う
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
」

と
閉
園
ま
で
の
経
緯
と
地
域
の
方
々
へ
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
で
は
園
児
全
員
に
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
慣

れ
親
し
ん
だ
保
育
所
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

・
玉
ね
ぎ
収
穫
（
４
月
）

・
お
泊
り
保
育
（
７
月
）

・
小
学
校
保
育

所
合
同
運
動
会

（
９
月
）

・プール遊び（7 月）

▲
「
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
1
年
生
に
な
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
す
る
佐
々
井
さ
ん

)

❖
昭
和
27
年
4
月
1
日

　

蒲
野
村
立
蒲
野
保
育
所
と
し
て
開
設
さ
れ
る

❖
昭
和
30
年
1
月
15
日

　

町
村
合
併
に
よ
り
大
島
町
立
と
な
る

❖
昭
和
44
年
4
月
1
日

　

蒲
野
幼
稚
園
と
統
合
す
る

❖
昭
和
62
年
4
月
1
日

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成

❖
平
成
16
年
10
月
1
日

　

大
島
郡
４
町
が
合
併
し
周
防
大
島
町
立
と
な
る

❖
平
成
30
年
3
月
31
日

　

閉
所

▪
蒲
野
保
育
所
の
あ
ゆ
み
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)

大
島
中
学
校
１
年　
　
　
　
　

岡
原
明
良

　

僕
は
、
兄
妹
弟
の
７
人
き
ょ
う
だ
い
で
す
。

　

み
ん
な
、
蒲
野
保
育
所
へ
通
っ
て
い
ま
し

た
。
閉
所
の
事
を
聞
い
た
時
は
ビ
ッ
ク
リ
し

た
の
と
、
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

蒲
野
保
育
所
は
、
少
人
数
で
し
た
が
地
域
の

方
や
三
蒲
小
学
校
と
の
交
流
も
多
く
、
家
族

の
よ
う
な
温
か
い
保
育
所
で
し
た
。
小
学
生

に
な
っ
て
も
、
蒲
野
保
育
所
と
の
合
同
運
動

会
な
ど
、
色
々
な
思
い
出
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

蒲
野
保
育
所
が
閉
所
に
な
る
の
は
と
て
も
残

念
で
す
が
、
保
育
所
で
の
沢
山
の
思
い
出
は

僕
の
一
生
の
宝
物
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

岩
国
高
等
学
校
３
年　
　
　
　

中
本
夢
乃

　

先
日
、
久
し
振
り
に
保
育
所
の
前
を
通

り
ま
し
た
。

　

園
庭
を
見
な
が
ら
、
鉄
棒
で
逆
上
が
り
の

練
習
を
し
た
こ
と
や
、
滑
り
台
の
近
く
で
こ

け
て
怪
我
を
し
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
、

と
て
も
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
所
に
通
っ
た
６
年
間
に
は
、
嬉
し

か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
叱
ら

れ
た
こ
と
な
ど
、
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
私
に
と
っ
て
、
ど
れ
も
大
切
な

思
い
出
で
す
。

　

蒲
野
保
育
所
で
先
生
や
友
人
と
過
ご
し

た
時
間
は
宝
物
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
63
年
卒
園
保
護
者　
　
　

亀
本
正
美

　

子
供
た
ち
が
卒
園
し
て
何
十
年
も
過
ぎ
、

当
時
の
こ
と
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
脳
裏
に
浮
か
ん
で
き
ま

す
。

　

子
供
の
保
育
所
へ
の
送
迎
時
、
母
親
同

士
が
い
ろ
ん
な
話
で
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
。

愛
育
会
の
お
世
話
を
し
た
時
、
皆
さ
ん
に

参
加
協
力
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
。
最
後
の

卒
園
式
の
挨
拶
の
時
涙
し
た
こ
と
。

　

そ
れ
か
ら
、
長
女
の
参
観
日
の
メ
ニ
ュ
ー

が
焼
き
そ
ば
で
、
な
か
な
か
喉
を
通
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
時
間
を
か
け
て
最
後
ま

で
食
べ
た
と
い
う
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

　

地
区
か
ら
保
育
所
が
な
く
な
り
さ
び
し

く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
保
育
所
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
、
保
育
士
さ
ん
、
長

い
間
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　

蒲
野
保
育
所
長　

浜
野
和
人

　

昭
和
27
年
４
月
の
開
所
以
来
、
地
域
の
方
々
に

親
し
ま
れ
、
ま
た
、
皆
様
の
献
身
的
な
ご
協
力
と

ご
支
援
に
よ
り
、
66
年
の
長
き
に
わ
た
り
８
５
６

名
の
園
児
を
小
学
校
へ
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
少
子
化
が
進
み
入
所
園
児
が

著
し
く
減
少
し
、
や
む
な
く
平
成
29
年
度
を

も
っ
て
閉
所
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
在
任
２
年
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
発

表
会
や
運
動
会
な
ど
、
園
児
の
頑
張
っ
て
い
る
姿

が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

在
園
児
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
４
月
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
環
境
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

の
教
え
を
教
訓
と
し
て
、
何
事
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

閉
所
ま
で
の
間
、
ご
尽
力
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
地
域
の
皆
様
方
、
保
護
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▪
閉
所
に
寄
せ
て

▪
閉
所
に
あ
た
り

秋冬

・どんど焼き
（１月）

・防火杭を設置しました（3 月）
・地域の方の協力で焼き
芋を食べました（11 月）

・
三
蒲
地
区

合
同
避
難
訓

練
（
11
月
）

・クリスマス会（11 月）

・
卒
園
式（
３
月
）

・発表会（12 月）

右上は三蒲の浜で記念撮影、左上はおゆうぎ会の写
真でともに昭和 40 年代の写真。右下は平成 14 年
のどんど焼き。左下は平成 17 年の発表会の様子。

)
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期間 平成３０年５月～平成３１年３月

回数 ６回（その内、研修視察１回）予定

年会費 研修視察参加費・教材費は自己負担有

対象 町内在住の６０歳以上の方

内容
健康に関する講座、身体に関する講座、
人権に関する講座、音楽の講演、その他、
研修視察旅行（参加条件あり）等

会場 大島文化センターほか

期間 平成３０年５月～平成３１年３月

回数 ８回（そのほか、特別講座２回）予定

年会費 研修視察参加費・教材費は自己負担有

対象 町内在住の方（年齢は問いません）

内容

土と農と生きがいと、歌とギターのコン
サート、革の小物作り、感情のコントロー
ル法、視察研修旅行、人権に関する話、
落語、しめ縄作り、健康に関する話

会場 東和総合センターほか

期間 平成３０年５月～平成３１年３月

回数 ８回（その内、研修視察２回）予定

年会費 研修視察参加費・教材費は自己負担有

対象 町内在住の６０歳以上の方

内容
研修視察旅行、人権に関する講座、健康
講座　等

会場 久賀総合センターほか

期間 平成３０年５月～平成３０年１２月

回数 ３回予定

年会費 無料

対象 町内在住の方（年齢は問いません）

内容

「３人の講師による人生１００年プラン
としての終活講座」
・想いを伝えるエンディングプラン
・人生の最晩年をハッピーに過ごすため     
   の終活講座
・任意後見契約・法定後見制度とは

会場 久賀総合センターほか

生 涯 学 習 講 座 ご 案 内  
受講には事前の登録が必要です。
各問い合わせ先にお申し込みください。

期間 平成３０年５月～平成３１年２月

回数 5 回（その内、研修視察１回）予定

年会費 研修視察参加費・教材費は自己負担有

対象 町内在住の方（年齢は問いません）

内容
研修視察旅行、金魚ちょうちん製作体験、
ポーセラーツ、和紙ちぎり絵、お菓子作
り

会場 橘総合センターほか

橘公民館 ☎ 77‐0100　ＦＡＸ 77‐1673　
tachibanakyoi@town.suo-oshima.lg.jp

社会教育課 ☎ 78‐2205　ＦＡＸ 78‐5067
syakai@town.suo-oshima.lg.jp

大島公民館 ☎ 74‐3800 　ＦＡＸ 74‐3999
oshimakyoi@town.suo-oshima.lg.jp

久賀公民館 ☎ 72‐2271　ＦＡＸ 72‐0491
kukakyoi@town.suo-oshima.lg.jp

昨年度の生涯学習講座の様子

教育委員会主催

はつらつ講座

悠遊教室

生涯学習講座

かがやき塾

おれんじ倶楽部

問い合わせ

問い合わせ

問い合わせ

問い合わせ
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■
対
象
団
体

　

周
防
大
島
町
を
主
た
る
活
動
範

囲
と
し
、
３
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、

政
治
・
宗
教
・
営
利
の
み
ま
た
は

団
体
の
運
営
経
費
・
備
品
等
の
取

得
を
目
的
と
し
な
い
団
体
（
た
だ

し
、
同
一
内
容
で
3
年
度
認
定
を

受
け
た
事
業
は
除
く
）

■
対
象
事
業

①
新
た
な
個
性
や
特
性
を
育
む

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
シ
ス
テ
ム
を
形

成
す
る
事
業

②
地
域
の
個
性
や
特
性
に
磨
き
を

か
け
る
人
材
育
成
事
業
、
魅
力
発

揮
事
業

③
住
民
参
画
に
よ
る
地
域
づ
く
り

の
機
運
を
育
む
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
事
業

■
補
助
金
額

　

一
団
体
へ
の
支
援
は
、
事
業
費

の
９
割
以
内
と
し
、
新
規
の
活
動

や
小
規
模
な
活
動
を
立
ち
上
げ
、

実
施
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
上
限
20
万
円
、

活
動
の
定
着
・
自
立
化
を
図
る
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
上
限
を
50
万
円
と
し
ま
す
。

●
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て

●
文
化
振
興
事
業
に
つ
い
て

■
対
象
団
体

　

周
防
大
島
町
を
主
た
る
活
動
範

囲
と
し
、
３
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、

政
治
・
宗
教
・
営
利
の
み
ま
た
は

団
体
の
運
営
経
費
・
備
品
等
の
取

得
を
目
的
と
し
な
い
団
体
（
た
だ

し
、
同
一
内
容
で
3
年
度
認
定
を

受
け
た
事
業
は
除
く
）

■
対
象
事
業

①
地
域
文
化
の
振
興
と
地
域
文
化

の
創
造
を
図
る
事
業

②
地
域
文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く

り
を
育
成
す
る
事
業

③
地
域
文
化
の
高
揚
を
図
り
、
住

民
参
加
型
の
文
化
振
興
に
資
す
る

事
業

■
補
助
金
額

　

一
団
体
へ
の
補
助
金
は
、
対
象

事
業
費
の
９
割
以
内
と
し
、
上
限

を
20
万
円
と
し
ま
す
。

※
補
助
金
額
は
、
審
査
の
結
果
に

よ
り
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
平
成
31
年
２
月
末
ま

で
に
事
業
が
終
了
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
や
様
式
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
各
総
合
支
所
で
入

手
で
き
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ

　

町
で
は
平
成
30
年
度
に
、
教
養
・
文
化
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
豊
か

な
感
性
と
創
造
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
め
の
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
30
年
度
に
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
事
業
を
行
う
団

体
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
を
交
付

す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

スタートアップ支援事業（新規の活動や小規模な活動の立ち上げ・実施）
団体名 事業名（事業概要）

山口県東部海域にエコツーリズ
ムを推進する会周防大島支部

エコツーリズムの推進・白木半島エリアの自然
環境の保全

油宇を美しくする会 油宇地区みんなで参画できる憩の場作り

ステップアップ支援事業（活動の定着・自立化を図る）
団体名 事業名（事業概要）

周防大島を有機の島にする会 周防大島の子どもたちへの安心安全な「食」の
提供

ＮＰＯ法人 ふるさと里山救援隊 久賀地区棚田再生事業～周防大島全域への展
開を視野に地域創生のトップステージへ～

ＮＰＯ法人 島スクエアプラス 持続できる小規模菜園農産物流通システムの
構築～付加価値づくりと交流環境づくり～

安下庄海の駅を目指す会 世界へ発信する海の駅‐次世代に繋ぐ‐

団体名 事業名（事業概要）

島ミュージカル制作・実行委員会 島の歴史と伝統を活かしたミュージカルの制作および
上演を通じての地域の文化振興

宮本常一資料保存研究協議会 本町の竹細工の制作技術および町内外の竹細工製品の
パネル展示や竹細工に関する文化講演会の実施

ふるさと学習会 学習会を中心に講師の講話や現地学習の実施

周防読書塾 随想小冊子を発行し郷土の貴重な歴史的事象を掘り起
した

光峰流吟道大島教室 詩吟を通じて仲間づくり、地域づくりに取り組んだ

支
援
限
度
額
に
事
業
規
模
を
合
わ

せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
補
助
金
額
は
、
審
査
の
結
果
に

よ
り
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

さ
い
。

■
募
集
期
限　

５
月
11
日
㈮
必
着

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

す
。
な
お
、
平
成
31
年
２
月
末
ま

で
に
事
業
が
終
了
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
や
様
式
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
各
総
合
支
所
で
入

手
で
き
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

■
募
集
期
限　

５
月
11
日
㈮
必
着

■
問
い
合
わ
せ
　
政
策
企
画
課　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

平成 29 年度の地域づくり活動支援事業を活用した取組

平成 29 年度の文化振興事業を活用した取組
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ゆめほっぺ出荷はじまる  トップセールスも

　

樹
齢
２
０
０
０
年
と
も
い
わ
れ
、
日
本
三
大
桜
の
一
つ
に
も

数
え
ら
れ
る
山
梨
県
北
杜
市
に
あ
る
国
の
天
然
記
念
物
、
山や

ま
た
か高

神じ
ん
だ
い
ざ
く
ら

代
桜
の
子
桜
が
周
防
大
島
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
３
月

18
日
、
瀬
戸
公
園
で
記
念
の
植
樹
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
桜
の
持
つ
太
古
の
力
を
周
防
大
島
に
も
根
付
か

せ
た
い
と
、
有
志
の
方
々
が
発
案
。

こ
の
桜
の
桜
守
で
子
桜
を
育
成
し

て
い
る
三
枝
基
治
さ
ん
に
依
頼
し
、

そ
の
熱
意
を
伝
え
実
現
し
た
も
の

で
、
高
さ
１
・
５
ｍ
ほ
ど
の
子
桜
が

瀬
戸
公
園
と
、
屋
代
ダ
ム
公
園
に

１
本
ず
つ
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
の
山
高
神
代
桜
が

人
々
の
手
か
ら
手
へ
、
百
年
、
千

年
と
受
け
継
が
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
の
心
を
和
ま
す
大
き
な
桜
に

な
っ
て
ほ
し
い
…
。
壮
大
な
ス
ケ
ー

ル
に
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。

神代桜  １０００年のロマン

　
町
東
部
の
拠
点
　
東
和
庁
舎
が
完
成

　

町
東
部
地
域
の
拠
点
と
な
る
東
和
庁

舎
が
平
野
の
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
そ
ば

に
完
成
し
、
４
月
１
日
、
関
係
者
ら
の

出
席
の
も
と
開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
和
庁
舎
は
軽
量
鉄
骨
造
２
階
建
で
１

階
に
は
役
場
東
和
総
合
支
所
、
２
階
に
は

教
育
委
員
会
総
務
課
と
学
校
教
育
課
が
入

り
、
東
和
地
域
の
窓
口
と
教
育
行
政
の
本

部
事
務
所
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

ゆ
め
ほ
っ
ぺ
（
せ
と
み
）
の
選
果
が
久
賀
の
Ｊ
Ａ
山
口
大
島
柑

橘
選
果
場
で
始
ま
り
、
３
月
15
日
、
初
荷
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

せ
と
み
は
清
見
と
吉
浦
ポ
ン
カ
ン
を
掛
け
合
わ
せ
て
育
成
さ
れ

た
山
口
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
柑
橘
で
、
せ
と
み
の
中
で
も
糖
度
13
・
５

度
以
上
、
酸
度
1
・
35
％
以
下
の
も
の
を
「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
と
し

て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
寒
波
前
の
一
斉
採
収
や
徹
底
し
た
貯
蔵
管
理
に
よ
り

高
品
質
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
昨
年
並
み
の
２
２
０
ト
ン
の
出
荷

を
見
込
み
、
４
月
中
旬
ま
で
県
内
を
は
じ
め
京
阪
神
、
長
野
、
福

岡
の
市
場
へ
向
け
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
初
荷
の
出
荷
に
あ
わ
せ
、
３
月
17
日
に
は
東
京
の
大
田

市
場
に
お
い
て
、
椎
木
町
長
と
Ｊ
Ａ
山
口
大
島
の
吉
村
基
組
合
長

が
産
地
を
代
表
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い

ま
し
た
。
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
は「
し
あ
わ
せ
は
こ
ぶ
春
み
か
ん
」の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
売
り
出
し
て
お
り
、
濃
厚
な
味
わ
い
と
独
特
の
食

感
は
市
場
で
も
好
評
で
、
消
費
者
か
ら
の
商
品
の
引
き
合
い
も
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
販
売
金
額
は
2
年
続
け
て
１
億
円
を
突
破
し

て
お
り
、
Ｊ
Ａ
山
口
大
島
で
は
平
成
35
年
ま
で
に
生
産
量
を
現
在

の
2
倍
と
な
る
５
０
０
ト
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
完
成
を
祝
う
（
左
か
ら
）

西
川
敏
之
教
育
長
、
椎
木
巧
町
長
、
荒
川
政
義

町
議
会
議
長
、
久
保
雅
己
町
議
会
総
務
文
教
常

任
委
員
長

▶
桜
守
の
三
枝
さ
ん
㊥
か
ら
育
成

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た

▶
園
児
や
関
係
者
に
見
送
ら
れ
て
初
荷
が
出

発
し
ま
し
た

▶
東
京
の
大
田
市
場
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
椎

木
町
長
㊧
と
吉
村
組
合
長
㊥
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【Ｐ９ちょび塩クイズ答え 　③約 18g 】　子どもの好きなカップラーメンやインス
タント食品、スナック菓子には高食塩のものも多くあります。栄養成分表示を確認
し、選んで購入しませんか？

　

３
月
６
日
、
株
式
会
社
モ
ノ
サ
ス
の
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
所
式
と
お
披
露
目
会

が
地
家
室
に
て
行
わ
れ
、
お
手
伝
い
を
兼
ね

て
お
邪
魔
し
て
き
ま
し
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
は
本
社
と
別
の

場
所
に
設
置
す
る
小
規
模
な
オ
フ
ィ
ス
の
こ

と
で
す
。
都
会
に
い
な
く
て
も
同
じ
仕
事
が

で
き
る
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど
が
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
地
方
に
設
置
す
る
事
例
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

モ
ノ
サ
ス
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
事
業
等

を
し
て
い
る
企
業
で
、
副
社
長
の
永
井
智
子

さ
ん
が
お
母
様
の
ご
実
家
を
改
修
し
て
オ

フ
ィ
ス
に
さ
れ
ま
し
た
。
永
井
さ
ん
ご
自
身
、

昨
年
の
３
月
か
ら
東
京
を
行
き
来
し
な
が
ら

地
家
室
で
の
生
活
を
始
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
私
は
ま
だ
オ
フ
ィ
ス
が
内
装
工
事
途

中
の
時
期
に
壁
を
塗
る
の
を
ほ
ん
の
少
し
手

伝
わ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
完
成
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
今
ま
で
馴
染
み
が
な
か
っ

た
地
家
室
で
す
が
、
地
元
の
方
と
準
備
や
お

話
を
し
て
１
日
過
ご
す
う
ち
に
す
っ
か
り
地

家
室
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す

ぐ
そ
こ
に
あ
る
海
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
よ

う
な
星
空
、
魚
釣
り
か
ら
帰
っ
て
く
る
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
姿･･･

。
こ
ち
ら
で
は
当
た
り

前
の
風
景
や
近
所
の
人
と
の
何
気
な
い
や
り

と
り
が
こ
れ
か
ら
来
る
社
員
さ
ん
の
仕
事
の

疲
れ
を
心
地
よ
い
も
の
に
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
後
、
働
き
方
の
選
択
肢
が
広
が
り
、

周
防
大
島
に
こ
う
い
っ
た
オ
フ
ィ
ス
が
増
え
、

島
の
仲
間
が
更
に
増
え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

次
回
の
海
掃
除
は
５
月
19
日
㈯
午
後
４
時

30
分
か
ら
立
岩
海
水
浴
場
で
行
い
ま
す
。
島

時
々
半
島
ツ
ア
ー
の
参
加
者
さ
ん
と
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
し
ま
し
ょ
う
。

周防大島町定住促進協議会
☎０８２０（７４）１００７

▲除幕式を行い開所を祝いました

27

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
第
22
回
サ
ザ
ン
・
セ

ト
大
島
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、
3
月
29
日

ら
３
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
今
回
も
愛
知

県
や
福
岡
県
な
ど
遠
方
の
チ
ー
ム
を
含
む
48

チ
ー
ム
が
参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
各
チ
ー
ム
と

も
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
。
決
勝
戦
は
松
茂
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ベ
ル
テ
Ｓ
Ｃ
（
徳
島
県
）

と
東
広
島
四
十
雀
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
リ
ト
ル

テ
ィ
ッ
ト
（
広
島
県
）
の
対
戦
と
な
り
、
２

対
０
で
松
茂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ベ
ル
テ
Ｓ

Ｃ
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

「
想
い 

つ
な
げ
る
春
」
サ
ザ
ン
・
セ
ト
大
島
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

心肺蘇生法で人命救助
　

３
月
５
日
、
柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部

に
お
い
て
、
人
命
救
助
の
協
力
者
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
山
近
義
人
さ
ん
（
久

賀
）
で
、
去
る
１
月
25
日
、
町
内
の
温
泉

施
設
で
他
の
入
浴
客
か
ら
浴
槽
に
男
性
が

沈
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
救
助
に
あ

た
ら
れ
ま
し
た
。
発
見
時
は
全
身
蒼
白

で
、
意
識
も
呼
吸
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、
山
近
さ
ん
は
す
ぐ
に
心
肺
蘇
生
法

を
開
始
。
約
３
分
後
に
水
を
吐
き
呼
吸
を

取
り
戻
し
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
は
、

意
識
を
失
わ
な
い
よ
う
声
を
か
け
続
け
た

そ
う
で
す
。
山
近
さ
ん
自
身
初
め
て
の
心

肺
蘇
生
法
の
実
施
で
し
た
が
、
迅
速
か
つ

的
確
な
行
動
で
、
男
性
は
無
事
退
院
し
社

会
復
帰
さ
れ
ま
し
た
。

▲
優
勝
し
た
松
茂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ベ
ル
テ

Ｓ
Ｃ
と
椎
木
町
長
（
後
列
左
）

▶
西
岡
則
之
消
防
長
㊧
か
ら
表

彰
状
を
授
与
さ
れ
た
山
近
さ
ん
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お知らせ４月

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

臨
時
職
員
募
集

■
資
格
お
よ
び
募
集
人
員

　

介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師
の

い
ず
れ
か　

若
干
名

■
勤
務
内
容

　

介
護
予
防
支
援
業
務
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
業
務
等
）

■
勤
務
条
件
等

　

月
曜
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
勤
務
日
、
勤
務
時
間
に
つ
い

て
は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
採
用
期
間

 　

５
月
１
日
㈫
～
10
月
31
日
㈬

　

採
用
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
月

31
日
ま
で
で
す
が
、
勤
務
成
績
が

良
好
で
引
き
続
き
勤
務
す
る
意
欲

の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
期
間
を

更
新
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
面
接
等　

 

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法
　

　

４
月
25
日
㈬
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
８
０
３

　

周
防
大
島
町
土
居
１
３
２
５
‐

１　

周
防
大
島
町
役
場
日
良
居
庁

舎
内

　

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

非
常
勤 

職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

事
務
職
員
（
教
員
補
助
）
１
名

（
59
歳
以
下
、
性
別
不
問
）

■
勤
務
先 

　

大
島
看
護
専
門
学
校

■
採
用
予
定
年
月
日

　

 

応
相
談

■
勤
務
内
容
等

　

看
護
学
校
運
営
に
関
す
る
事
務
処

理
業
務

■
勤
務
日
等

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
学
生
の
長
期
休
暇
（
夏
休
み
等
）

中
の
勤
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

　

４
月
27
日
㈮
ま
で

　

平
日
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
申
し
込
み
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
可
）
を
郵
送
も
し

く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
方
法
　
面
接
試
験

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
０
６

　

周
防
大
島
町
小
松
１
３
８
８
‐
６

　

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局
総
務
部

総
務
課

☎ 

０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集

　

聴
覚
障
害
者
等
の
生
活
お
よ
び
福
祉
制
度
等
へ
の
理
解
と
認
識
を

深
め
、
手
話
で
日
常
会
話
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
柳
井
圏
域
を
構
成
す
る
１
市
４
町
合
同
で
『
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
』
を
開
講
し
ま
す
。

■
場
所　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

■
定
員　

25
名
程
度
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
実
費
負
担
あ
り
）

■
募
集
期
間　

５
月
25
日
㈮
ま
で
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

◆開催日時（予定）
第 １ 回 6 月   2 日㈯ ９：１０～１５：４０
第 ２ 回 6 月 16 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 ３ 回 6 月 30 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 ４ 回 　7 月 14 日㈯ ９：３０～１５：３０
第 ５ 回 　7 月 21 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 ６ 回 　8 月    4 日㈯ ９：３０～１５：３０
第 7 回 　8 月 25 日㈯ ９：３０～１５：００
第 8 回 9 月    8 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 9 回   9 月  22 日㈯ ９：３０～１５：３０
第 10 回   10 月     6 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 11 回   10 月 20 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 12 回   11 月 10 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 13 回   11 月 24 日㈯ ９：３０～１５：３０

　
柳
井
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　（
入
門
課
程
・
基
礎
課
程
）
受
講
者
募
集

※全日程受講者には修了証を交付します。
※詳細な講座内容は、受講決定者に別途お知らせし
　ます。
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周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　
高
校
生
（
向
学
心
に
富
み
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
）

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
貸
与
額
　
月
額
２
万
円

■
申
し
込
み
方
法

　
周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
（
総

務
課
）
ま
た
は
久
賀
・
大
島
・
橘

の
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
貸
与

願
お
よ
び
そ
の
他
必
要
書
類
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
返
還
方
法

　
卒
業
後
１
カ
年
を
経
過
し
た
翌

月
か
ら
、
貸
与
を
受
け
た
期
間
の

２
倍
の
期
間
内
に
、
そ
の
全
額
を

月
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限

　
５
月
15
日
㈫
ま
で
に
周
防
大
島
町

教
育
委
員
会
（
総
務
課
）
ま
た
は
久

賀
・
大
島
・
橘
の
各
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

語
学
留
学
生
募
集

　

夏
休
み
期
間
中
に
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
セ
ブ
島
」
で
の
語
学
留
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
研
修
先

　
フ
ィ
リ
ピ
ン  

セ
ブ
島

■
研
修
期
間

　
８
月
５
日
㈰
～
８
月
18
日
㈯

（
予
定
）

■
対
象
者

　
高
校
（
公
立
・
私
立
）
ま
た
は

高
等
専
門
学
校
の
１
～
３
学
年
に

在
学
す
る
生
徒
で
、
い
ず
れ
も
町

内
に
住
所
を
有
し
、
英
語
学
習
に

意
欲
を
お
持
ち
の
方
。

■
募
集
人
数　

８
名

■
参
加
費
用

　

経
費
（
約
30
万
円
）
の
内
、
15
万

円
を
上
限
と
し
、
町
か
ら
補
助
し
ま

す
。（
別
途
、
海
外
旅
行
保
険
・
旅

券
取
得
費
用
等
自
己
負
担
あ
り
）

■
募
集
期
間　

５
月
21
日
㈪
ま
で

■
応
募
方
法

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
、
教
育
委

員
会
に
お
い
て
選
考
会
を
開
き
、

第
一
次
選
考
（
書
類
・
作
文
）
第

二
次
選
考
（
日
本
語
お
よ
び
英
語

に
よ
る
面
接
）
を
経
て
研
修
生
を

決
定
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
総
務
課　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
の

お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
等
が
所
有
も
し
く

は
使
用
す
る
軽
自
動
車
等
に
つ
い

て
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

期
限
は
５
月
31
日
㈭
で
す
。

　

な
お
、
減
免
の
で
き
る
自
動
車

は
１
人
の
障
害
者
に
つ
き
普
通
自

動
車
を
含
め
、
１
台
に
限
ら
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
た
は

柳
井
県
税
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

○
軽
自
動
車
税

　

税
務
課 
課
税
第
1
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

○
自
動
車
税

　

柳
井
県
税
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
２
１
２
１

山
口
自
死
遺
族
の
集
い
　

ク
ロ
ー
バ
ー

　

大
切
な
方
を
自
殺
で
亡
く
さ
れ

た
ご
遺
族
が
、
自
身
の
体
験
や
想

特　設　人　権　相　談　所
日　　時　５月２日㈬　午前９時 30 分～正午
場　　所　大島庁舎
相談内容　差別、いじめ、嫌がらせ等人権に関する問題
相 談 員  人権擁護委員
問い合わせ　福祉課　
　　　　　☎０８２０（７７）５５０５

※悪天候により警報等が発令された場合は中止になることがあります。

い
を
安
心
し
て
語
り
合
い
わ
か
ち

あ
う
場
で
す
。

■
日
時

　

毎
月
第
３
土
曜
日
（
８
月
・
12

月
を
除
く)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
付
）
午
後
１
時
～
１
時
30
分

※
終
了
後
、希
望
者
に
よ
る
フ
リ
ー

タ
イ
ム
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
場
所

　

防
府
総
合
庁
舎
（
防
府
市
駅
南

町
13
‐
40
）

■
参
加
費

　

無
料
（
茶
菓
子
代
と
し
て
２
０
０

円
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
５
（
２
７
）
３
４
８
０

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
春
コ
ー
ス
～

●
い
ち
ご
大
福
づ
く
り

・
日
時

　
５
月
２
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時

・
場
所    
大
島
地
区
実
施
者
宅

・
体
験
料
　
１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

４
月
20
日
㈮

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

お
知
ら
せ

催
し
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　周防大島町では、家庭における健全な児童の養育その他家庭児童福祉の向上を図るため「家庭児童相談室」
を設置し、児童の養育など家庭内のさまざまな問題について、家庭相談員が相談に応じ、必要な情報の提供
や支援を行っています。
　また、ひとり親家庭等に対し総合的な自立支援を行うため、母子・父子自立支援員による相談もお受けし
ています。

ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください

　0 歳から 18 歳までの子どもさんに関する心配ご
とについて、家庭相談員が相談に応じています。

～こんな問題を抱えていませんか？～
○ 生活・情緒・生活習慣などの悩み 
○ ことばの遅れ、学習の遅れなど
○ 学校、保育所（園）などの生活で困った態度、不
　登校など
○ 乱暴、家出、夜遊びなどの非行の悩み
○ 子どもとの関わり方がわからない、いらいらして
　つい叩いてしまう等の養育上の悩み
○ 家族関係の悩み 

※子どもに関することなら、何でもご相談ください。
※必要に応じて児童相談所、教育委員会、健康増進
　課等と連携しています。
※ご本人ご家族からだけに限らず学校、保育所（園）、
　近所のみなさまからのご相談にも応じています。

　ひとり親家庭や寡婦の方が抱えている様々な悩
みごとについて、母子・父子自立支援員が相談に応
じ、問題解決のお手伝いやアドバイスを行います。
○ 配偶者との死別、未婚、離婚などによるひとり
　  親家庭の生活に関する相談全般
○ 利用できる各種手当、制度に関する相談全般
○ 子どもの高校・大学等の修学費用や父母の技能
　  習得費用、その他貸付に関する相談
○ 資格取得、職業訓練、就職活動に関する相談

■受付窓口および問い合わせ
福祉課（福祉事務所）　☎０８２０（７７）５５０５
受付時間（平日のみ） 午前８時 30 分～午後５時 15 分

家庭児童相談
（家庭相談員の相談支援内容）

ひとり親家庭の相談
（母子・父子自立支援員の相談支援内容）

※相談は無料で，個人の秘密は守られますので安心してご
相談ください。
※訪問などで不在の場合もありますので，あらかじめ電話
でご確認ください。電話や手紙などでも相談できます。

か し こ い
消 費 者

めざせ！

　柳井地区広域消費生活センター　☎０８２０（２２）２１２５ご相談は…

架空請求サギのハガキに
ご用心を！

詐欺ハガキが大流行しています！

　今年は十数年ぶりの大流行の年で、山口県内で爆発的に詐欺
ハガキの相談が増えています。
　雰囲気や内容が似ているハガキが届いたら、相手方に連絡す
る前にご相談ください。

代表的なおかしな点
① 裁判の通知は封書「特別送達」で送られてきます
② 訴訟の相手や内容について書かれていません
③ 訴訟の取り下げは訴えた人にしかできません
④ 最終期日が短すぎます
　内容すべてがまったくのデタラメでつじつまが合いません。
文面は時期によって微妙に変わるので、おおよそこのハガキに
雰囲気が似ていると感じたら消費生活センターにご相談くださ
い。

①

③

④

②
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○
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
（
保
険
料
納
付
免
除
者

を
除
く
）
で
あ
っ
て
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
配
偶
者

や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者

の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
る
方

は
国
民
年
金
の
付
加
年
金
（
付
加

保
険
料
月
額
４
０
０
円
）
の
納
付

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
少
子
高
齢
化
に
強
い
年
金
で

す
。
年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率

的
な
運
用

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式
（
確

定
拠
出
型
）」
の
年
金
で
す
。
自
分

が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、
保
険
料
を
自
由
に
決
め

ら
れ
（
月
額
2
万
円
～
6
万
7
千

円
）、
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に

応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢

年
金
の
額
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
ご

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
税
の
特
例
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す☆
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

（
1
人
当
り
最
高
年
額
80
万
4
千

円
）
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

☆
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が

運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運
用

益
）
は
非
課
税
で
す
。

☆
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
は

公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な

り
、
65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
公

的
年
金
等
の
合
計
額
が
１
２
０
万

円
ま
で
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者

の
方
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
に
は
、保
険
料
の
国
庫
補
助
（
月

額
最
高
1
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

加
入
時
の
年
齢
や
必
要
な
要
件
に

よ
り
、
補
助
の
金
額
や
受
け
ら
れ

る
期
間
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
国
庫
補
助
額
は
、
農
地
等
の

経
営
継
承
を
す
れ
ば
原
則
65
歳
か
ら

特
例
付
加
年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま

す
。
農
地
等
の
経
営
継
承
の
時
期
に

つ
い
て
の
年
齢
制
限
は
な
く
、
本
人

の
体
力
な
ど
に
応
じ
て
受
給
の
時
期

を
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
細
な
農
業
者
年
金
の

内
容
や
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
か
農
業
委
員
会
ま
た

は
農
業
者
年
金
基
金
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

・
周
防
大
島
町
農
業
委
員
会

　
（
農
林
課
）

☎
０
８
２
０
（
７
9
）
１
０
０
２

・
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基

　

金
（
企
画
調
整
室
）

☎
０
３
（
３
５
０
２
）
３
９
４
２

http://w
w

w
.nounen.go.jp/

・
山
口
大
島
農
業
協
同
組
合
本
所

　

ま
た
は
各
支
所

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

や な い 警 察 署
だ
よ
り

平成 30 年度出張年金相談
《予約制》

■開設場所　久賀総合センター
■開  設  日　毎月第３火曜日
■開設時間　午前 10 時から正午まで
　　　　　　午後１時から４時まで

■予約　相談希望日の前月１日から受け付
けています。
※年金手帳、年金証書、振込通知書等、本人
であることを確認できるものを必ずご持参く
ださい。本人以外の方が相談される場合は、
身分証明書（運転免許証等）と本人からの委
任状が必要となります。
■申し込み・問い合わせ
　岩国年金事務所　
☎０８２７（２４）２２２２

平成３０年山口県警察視閲式の開催

■日時    ５月１２日㈯　午後２時から
　　　※一部アトラクションは、午後１時から
■場所    山口きらら博記念公園（山口市阿知須）
■行事内容

（１）視閲式
　　徒歩部隊・車両部隊による分列行進を行います。

（２）アトラクション
　　○ 警察音楽隊によるミニコンサート
　　○ 白バイによる傾斜走行
　　○ 管区機動隊による訓練
　　○ 警察車両、ヘリコプターの展示
　　○ 子供免許証作成　等
　　※　荒天時は一部中止します。

■問い合わせ　山口県警察本部警務部警務課
☎０８３（９３３）０１１０
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お知らせ４月

■日時　４月 29 日㈰祝日
　　　　午前９時 30 分～午後４時
■受付　午前９時～
■スタート会場　すぱーく大島（西屋代）
※当日受付もあります

お大師堂めぐり歩け歩け大会

金曜日はえん歌の島で歌合戦

　昨年、周防大島が「カラオケの島」として大いに盛
り上がった「ふるさとオーディション」。第２回目と
なる今年は 5 月４日㈮に開幕いたします。
　日本を代表する作詞家である星野哲郎先生のふるさ
と周防大島を舞台にカラオケ歌合戦を繰り広げ、見事
優勝されたチャンピオンは「島のスター」として歌手
デビューが約束された歌の祭典です。昨年優勝した初
代チャンピオンの柳秀基さんには、すでに島のスター
として様々なイベント会場でステキな歌声をご披露い
ただいており、また待望のデビュー曲「巌

がんもん

門」のリリー
スに向けて着々と準備が進んでいます。
　さて、今年の予選開催日は５月～６月（春予選）と
９月～ 10 月（秋予選）の毎週金曜日となります。金
曜日のカラオケ歌合戦ということで「キンカラ」の愛
称で親しんでいただければ幸いです。
　大会初日となる 5 月４日㈮は、特別に道の駅サザン
セトとうわの特設ステージで開催します。ゲストには
柳秀基さんを芸名「岳三ひろし」さんとしてお迎えし、
気になるデビュー曲を初披露いただきますので、皆さ
んの温かいご声援をお願い申し上げます。
　ここで、今大会からの新たな企画を２つ紹介させて
いただきます。１つ目は歌唱部門に加えて、衣装や振
り付けなどを審査する「魅せま賞」を設けます。２つ
目としては、周防大島町民の皆さん限定参加による予
選大会「シマカラ」を企画しています。こちらは５月
～ 10 月に毎月一度、月末金曜日の午後６時より開催
する予定です。毎月の成績上位者は 10 月末に開催さ
れる「シマカラ代表戦」へ出場、そこで代表となる２
名を選出して「ふるさとオーディション決勝大会」に
ご出場いただきます。
　このような新企画を通じて、より多くの皆さんにお
楽しみいただける大会になることを期待しています。

今年も皆さんの素晴らしい歌声で「カラオケの島」を
盛り上げていきましょう！
■予選大会（キンカラ）

【日程】５月～６月と９月～１０月の毎週金曜日（正午
　　　　～）に開催

【会場】竜崎温泉、グリーンステイながうら
　　  　片添ヶ浜温泉 遊湯ランド
■月間大会（２次予選）

【日程】以下の月末土曜日
　　　（５月２６日・６月３０日・９月２９日・１０月２７日）

【会場】道の駅サザンセトとうわ
■決勝大会

【日程】１１月２５日㈰
【会場】橘総合センター

■問い合わせ
　（一社）周防大島観光協会　☎０８２０（７２）２１３４

■内容　大島八十八か所霊場の内、屋代平野に点在しているお大師
堂をご家族の方などと一緒に、巡っていただきます。
※軽トラマーケットも同時開催します。出店車募集中。（軽トラ
500 円、その他軽自動車 1,000 円）
※申し込み締切日４月 20 日㈮まで
■問い合わせ　（一社）周防大島観光協会　☎０８２０（７２）２１３４
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

松
本　

可
奈
子

　
（
周
防
大
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

お知らせ４月

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
家
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　

春
う
ら
ら
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
。

　

先
月
、
厚
生
労
働
省
か
ら
、「
健
康
寿
命
」
が
発

表
さ
れ
、
男
性
は
72
・
14
歳
、
女
性
は
74
・
79
歳
で

し
た
。
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生

活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
の
こ

と
で
す
。
平
均
寿
命
は
男
性
80
・
98
歳
、
女
性
87
・

14
歳
で
す
の
で
、
健
康
寿
命
と
比
較
す
る
と
、
男
性

は
約
9
年
、
女
性
は
約
12
年
の
差
が
あ
り
ま
す
。
人

生
の
最
期
ま
で
健
康
に
暮
ら
し
た
い
、
自
分
ら
し
く

生
き
生
き
と
毎
日
を
過
ご
し
た
い
、
と
い
う
思
い
は
、

誰
も
が
願
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
早
い
う

ち
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
を
平
均

寿
命
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

長
い
人
生
に
お
い
て
は
、
病
気
な
ど
が
原
因
で
、

医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
、
そ
う
い
っ
た
と
き
、

ど
ん
な
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
地
域
に

出
て
話
を
聞
く
と
、
よ
く
「
そ
の
時
に
な
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
医
療
や
介
護
の
現
場
で
は
、「
そ
の
時
」
に
、

本
人
の
気
持
ち
が
分
か
ら
ず
、
家
族
が
戸
惑
う
場
面

が
多
く
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
で
は
、
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
家
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
在
宅
医
療

推
進
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
「
元
気
な
と
き
か
ら
将
来
の
こ
と
に
つ

い
て
、
ご
家
族
と
話
を
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
思
い

を
込
め
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
９
月
の
広

報
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
だ
見
て
い
な
い
方

や
、
内
容
を
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
気
軽
に
声
を

お
か
け
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
、
す
べ
て

の
町
民
の
方
々
が
人

生
の
最
期
ま
で
そ
の

人
ら
し
く
生
活
で
き

る
よ
う
、
健
康
の
こ

と
、
将
来
の
こ
と
に

つ
い
て
、
地
域
に
出

向
き
、
一
緒
に
お
話

を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
総
合
相

談
窓
口
で
す
。
何
か
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

竜崎温泉温水プール指導日
（４月 21 日～５月 20 日）

実施日

４月 24 日㈫、25 日㈬、26 日㈭、27 日㈮

５月
9 日㈬、10 日㈭、11 日㈮、15 日㈫、
17 日㈭、18 日㈮

 ・65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的とし
　た水中運動の指導を行っています。
 ・指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
 ・実施日等は事情により変更することがあります。
■問い合わせ　介護保険課　地域包括支援センター

☎０８２０（７３）５５０６

　町民の皆さんが積極的に町
政運営に参画する仕組みと
して、町長自らが町民の皆さ
んのところに出向き、自由な
雰囲気の中でひざを交えて話
し合いを行い、町民の「声」
を聴く意見交換会「町長と
意見交換会（ワンテーマディ
スカッション）」を実施しています。10 月から３月まで
に開催された意見交換会は表のとおりです。

開催日 場所 テーマ

２月 27 日 浮島 浮島の定住対策と漁業振興について

ワンテーマディスカッションを
開催しています

◆問い合わせ　政策企画課　広報情報統計班　
☎０８２０（７４）１００７

▲２月 27 日浮島地区での意
見交換会の様子
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 ９日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 ９日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＩＶ抗体検査 ９日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 ５ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

発達クリニック 10 日㈭ 13：00 ～ 16：00

心の健康相談 15 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 25 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

4 月

21 日㈯

22 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  おげんきクリニック  ☎７４－２４９０〉

23 日㈪

24 日㈫

25 日㈬

26 日㈭ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

27 日㈮

28 日㈯

29 日㈰

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00  嶋元医院  ☎７４－２３１０〉

お大師堂めぐり歩け歩け大会

〈9:00 ～  受付　すぱーく大島（西屋代）〉

30 日㈪
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  川口医院  ☎７８－０３０６〉

5 月

1 日㈫

2 日㈬
特設人権相談所

〈9:30 ～ 12:00　大島庁舎〉

3 日㈭
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  安本医院  ☎７３－０８２２〉

4 日㈮
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  山中クリニック  ☎７２－０１５２〉

5 日㈯
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  おげんきクリニック  ☎７４－２４９０〉

6 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  川口医院  ☎７８－０３０６〉

7 日㈪
ちょび塩の日 PR 活動 

〈17:00 ～ 19:00 ウォンツ周防大島店〉

8 日㈫

9 日㈬

10 日㈭

11 日㈮
育児相談〈10:00 ～ 11:30 日良居庁舎〉
こころの相談会〈10:00 ～ 12:00【要予約】〉

【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎７３－５５０４

12 日㈯

13 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  安本医院  ☎７３－０８２２〉

14 日㈪
1 歳 6 か月児健康診査 

〈13:00 ～ 13:30（受付）日良居庁舎〉

15 日㈫ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター〉

16 日㈬

17 日㈭

18 日㈮

19 日㈯ 島くらす海そうじ〈16:30 ～ 17:30　立岩海水浴場〉

20 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  嶋元医院  ☎７４－２３１０〉

健康相談などに関するお問い合わせ
健康増進課　☎０８２０（７３）５５０４



27 広報すおう大島 平成 30 年 ( 2018 年 )4 月号

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 30 年２月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

３ ０ ３

前年比

＋１ ±０ ＋１

物損事故件数

５８ 前年比 ＋１９

人の動き（４月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １６，５６１人 （89 人減）

男（日本人） ７，５４１人

女（日本人） ８，９３５人

外国人 ８５人 （３人減）

世帯数 ９，３１９戸 （36 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生        4 人
　　転入    61 人 小計   65 人
減：死亡    36 人
　　転出  115 人 小計  151 人

【訂正】
広報 30 年３月号 19 ページに掲載しました新東和庁
舎の住所が誤っておりましたので次のとおり訂正しお
詫び申し上げます。

〈誤〉周防大島町大字平野 246-44
〈正〉周防大島町大字平野 269-44

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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。
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ジ
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w

w
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n.suo-oshim
a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

【お答え】
　住民票は、総合支所・出張所の窓口で交付しています。本人確認資料（写真付き
であれば１種類、写真付きでなければ２種類）と手数料（１通２００円）を持って
窓口にお越しください。同じ世帯でない方が来られる際には委任状が必要です。
　また、住民票の記載事項のうち「住所」「氏名」「生年月日」「性別」は記載され
ていますが「本籍・筆頭者」「世帯主・続柄」「個人番号」「住民票コード」は原則
として記載省略になっています。使用目的によってはこの４項目の記載が必要にな
りますので提出先に必要な内容をよく確認して申請して下さい。なお、この４項目
を記載するには本人からの申し出が必要です。

■問い合わせ　久賀総合支所　☎（７９）１０００　大島総合支所　☎（７４）１００１
　　　　　　　東和総合支所　☎（７８）１１１０　橘総合支所　　☎（７７）５５００

こんなときどうするの？どうなるの？⑧

【ご質問】
　住所が変わったので住民票が必要になりました。どうしたらいいですか？

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


